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第 I 部

生きた宇宙

Doctrine at the scale of the cosmic moment.
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第 1章  ·  第 I部  —  生きた宇宙

ロゴスと言語

意味の根拠

意味は言語によって生み出されるのではない。言語を通じて

——そしてそれ以外の多くのことを通じて——発見される。

これは調和実在論を、意味を人間の構築、社会的合意、または

権力の機能として扱うあらゆる哲学から区別する根本的な主張

である。もし宇宙がロゴス――創造を統治する組織知性、あらゆ
るスケールで繰り返される分割生命の本質パターン――で満たさ
れているなら、現実は本質的に知性的である。それには粒度が

ある。それはすべての人間的記述に先行し、特定の記述がそれ

を捉えることの失敗に耐える構造を持つ。この知性可能性は、

意味を作る主体によって世界に投影されるのではない。それは

そこにある、重力があるのと同じように――誰かがそれに名前を
付けたかどうかに関わらず機能し、名前付けに還元不可能であ

る。

言語は、その最高の形で、この知性可能性に参加する。真実の

陳述は、言葉と世界の間の対応を以前は存在しなかった場所に

作り出すのではない。それはすでに実在していた対応を認識す

る――共鳴しているチューニングフォークが正しい周波数で鳴ら
されるように、共鳴を作り出すのではなく、それを明らかにす

る方法と同じである。共鳴は物理構造に潜在していた。フォー

クがそれを聞こえるようにした。言語は、その最善の形で、形

https://harmonism.io/ja/philosophy/doctrine/harmonic-realism
https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
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のない経験に範疇を押し付けることによってではなく、すでに

そこにある構造を鏡映する関節を見つけることによって、現実

の構造を考え得るものにする。

これが古代世界がロゴスによって意味したものである。ストア

学派はロゴスを言語学的原則として理解していなかった。彼らは

それを宇宙自体の理性的秩序として理解していた――すべてのも
のに浸透する知性、火が変換するときに従うパターン、季節が

従う法則、人間の心が真実に考えるときに参加する理由。言語

はこの秩序の下流であり、それを構成するものではなかった。

ロゴス――理性、真実の言葉――で話すことは、一人の発話が現
実の構造を鏡映することを許すことであった。ロゴスという言

葉は両方の意味を持つ――理性と言語、宇宙的秩序と明確な表現
――これらが二つのものではなく、異なる層における一つのもの
であるという古代の直感があったからである：宇宙はその秩序

を話し、人間の存在が真実に話すとき、その発話に参加する。

調和主義はこの理解を継承し、それに体系的表現を与える。ロ

ゴスは現実の内在的秩序を命名する。言語はその秩序が把握さ

れ、明確にされ、伝達されるうることができる一つの媒体であ

る――唯一の媒体ではなく、常に最も適切な媒体ではない。ロゴ
スと言語の間の関係は参加であり、同一性ではない。言語はロ

ゴスに向かって到達する。それはそれを決して枯渇させない。

言語のスペクトラム

すべての言語が等しくロゴスに参加するわけではない。勾配が

ある――純粋に人間の慣例内を循環する言語から、事物の実在的

https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
https://harmonism.io/ja/harmonism
https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
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構造に触れる言語まで――そしてこれらの層を区別することの失
敗は、意味について現代の最も混乱の根源である。

慣例的言語

言語の最も馴染み深い層は習慣的である：社会的合意によって

確立された意味との音または記号の任意の関連。英語の

「tree」、フランス語の「arbre」、アラビア語の「شجرة」――音
は異なる、関連が任意だからである。「tree」の音韻学には、そ
の事物の性質に対応するものは何もない。これは日常的なコミ

ュニケーション、契約、行政言語、与えられた日に人間の心を通

過するほとんどのものの層である。

慣例的言語は偽りではない。それは機能する。しかし、その機

能は完全に共有された合意に依存し、共有された合意は変動

し、侵食され、または操作されることができる。慣例が安定

し、それを共有するコミュニティが一貫性があるとき、慣例的

言語は効果的に伝達する。慣例が断裂するとき――正義、自由、
真実、暴力、女性のような言葉が共有された意味を運ぶのをや

めるとき――コミュニケーションは定義の競争に退化する。言葉
は共有された現実への窓ではなく、キャプチャされるべき領土

になる。これは現代の公開言論の条件である：言語自体の失敗

ではなく、慣例的言語が機能するために必要とする共有された

世界の失敗。

慣例的意味が不安定であるという洞察は本物である。誤りは、

これからすべての意味が慣例的である――したがって、すべての
意味が不安定であり、すべての真実は権力配置であり、すべての

コミュニケーション交渉である――という結論を引き出すことで
ある。この結論は、慣例的言語が唯一の種類の言語である場合

にのみ従う。そうではない。



8

参加的言語

第二の層は、調和主義が参加的言語と呼ぶもの――外から現実を
指し示すだけでなく、それに入り、現実の構造を表現の行為に

存在させる言語である。これは最高での詩の言語、聖書の言

語、報告された観察ではなく生きられた洞察の密度を達成する

哲学的定式化である。

道徳経が「言うことのできる道は、永遠の道ではない」と言う

とき、文は言語の限界についての命題を単に伝達しない。それ

はそれらの限界を演じる――読者は、文を理解することで、文が
記述する言葉と現実の間のギャップを経験する。言語はそれ自

身の主題に参加する。ウパニシャッドが宣言するとき「Tat
tvam asi」――「それはあなた自身である」――文は他の情報片
の横に提出すべき情報片ではない。それは爆発である。それを

完全に受け取る聞き手は何か新しいことを学ばない――彼らはす
でに彼らが何であるかを認識する。言語はロゴスとロゴスの間

の同一性を構成しなかった。それはそれを明らかにした。

参加的言語はロゴスが実在するからである。もし現実が内在的

知性可能性を持たなかったなら――もし宇宙内に言語が共鳴する
ことができる何もなかったなら――言語は人間の慣例の中を循環
することができただろう、永遠に他の記号を指し示し、決して

事物自体に触れない。しかし、現実が秩序付けられているから

こそ、それが意識が入ることができる構造を持っているからこ

そ、言語は慣例以上の可能性を持つ。それは透明になることが

できる――知り手と既知の間のスクリーンではなく、既知の知り
手に現在になるレンズ。

聖なる伝統はこれを直感的に理解していた。マントラ――意識の
変化をもたらすために特定の音パターンを使用する――特定の音

https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
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が任意のラベルではなく、彼らが命名する現実の振動参加であ

るという確信に基づいている。種子音――bīja――は慣例的意味
によってではなく共鳴によって機能する：音は、適切に発生する

と、それが対応する活気的構造を活性化する。これが文字通り

理解されるかどうか（音は振動層で現実である）または現象学

的に理解されるかどうか（音は修行者の意識を現実と整合させ

る）にかかわらず、基礎的原則は同じである：この層での言語は

現実についてではない。それはそれに参加する。

言語の下の沈黙

最高の層は言語ではない。調和的認識論は同一性による知――グ
ノーシス、直接的で仲介されない知――を認識論的勾配の頂点と
して識別する。この層では、知り手と既知のものは一つであ

る。言語が橋を架ける隙間がない、主体と対象の間に距離がな

いからである。瞑想的伝統はこの点で一致している：最も深い

知は沈黙している。ウパニシャッドの公式「neti neti」――「こ
れではない、これではない」――は記述の失敗ではなく、方法で
ある：すべての概念的近似を否定することによって、心はすべて

の近似を超えたものに向けられる。禅伝統の「言葉と文字の外

での伝達」への主張は同じ方向を指している。クエーカーの沈

黙。キリスト教神秘主義におけるアポファティック伝統。スーフ

ィの教えは、最高の知はfanā’――神的臨在における個別の自己
の消滅である。

この沈黙は言語の否定ではなく、その根拠である。音の間の一

時停止が音楽の不在ではなく、音楽の知性可能性の条件である

のと同じように、言語の下の沈黙は意味の欠如ではなく、意味

の条件である。ロゴスは言語を通じて話す、しかしロゴスは言

語ではない。それは言語が、その最善の形で、聞こえるように

https://harmonism.io/ja/philosophy/doctrine/harmonic-epistemology
https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
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する秩序である。そして聞こえるものの下で――すべての関節の
下に、すべての思考に先立つ――クリアされて目覚めた意識への
直接的な参加を通じて利用可能な、現実自体がある。

宇宙の知性可能性

現代の仮定――それが未検査の公理として機能するほど浸透して
いる――は、意味が心が押し付けるどこにのみ存在するというこ
とである。この見方では、宇宙は本質的に無意味である：物質

と力の盲目的機構であり、人間は彼らのカテゴリー、彼らの物

語、彼らの価値を投影する。意味は人間の人工物である。言語

はその構築のツールである。そして異なるコミュニティが異なる

ツールで異なる意味を構築するので、いかなる構造も他のもの

に優先権を主張することができない。意味は相対的である、そ

れが作られるからであり、一つのグループによって作られたもの

は別のグループによって取り消されることができる――または再
作成される。

調和実在論はこれを根本で拒否する。もし宇宙がロゴスで満た

されているなら――もし現実が本質的に調和的であり、同じ秩序
知性が原子の構造から意識の構造まで、あらゆるスケールで繰

り返されるなら――宇宙は無意味ではない。それは人間の心に先
行し、それを超える意味で飽和している。自然法則を発見する

物理学者はそれを発明しない。意識のその源との統一を経験す

る神秘家はそれを構成しない。夕焼けの美しさを知覚する子供

は、美学的カテゴリーを生の感覚データに投影しているのでは

ない――彼らは現実の世界の現実の品質に応答しており、それが
存在する品質である：秩序付けられた、調和的、光を放つ。

https://harmonism.io/ja/philosophy/doctrine/harmonic-realism
https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
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これはすべての人間的現実の記述が等しく正確であることを意

味しない。慣例は失敗することができる。フレームワークは歪

めることができる。イデオロギーは曇らせることができる。宇

宙が知性可能であるという事実は、その知性可能性を表現する

すべての人間的試みが成功することを意味しない。調和的認識

論は知のスペクトラム全体――感覚的、現象学的、理性的、微
細-知覚的、グノーシス的――を主張する、それが直面する多次
元的現実に対して、いかなる単一のモードも適切ではないから

である。言語の失敗は実在する。しかし、それらは言語の失敗

であり、言語が成功すべき何かがないことの証拠ではない。地

図は不正確になることができる。それが誤り表した領土はまだ

そこにある。

この区別の利害は文明的である。もし意味が作られたなら、「誰

の意味が優先するか？」という質問は唯一の関連する質問にな

る――そして答えは常に：誰が彼らの構造を強制する権力を持っ
ているか。知識は政治になる。真実は制度的権威の機能にな

る。教育は支配的なフレームワークへの教化になる。これは言

語を現実に参加するのではなく、現実を構成するものとして扱

う立場の実践的結果である。もし言語が世界を作るなら、言語

を制御する人たちは世界を制御する。権力への意志が真実への

愛に取って代わり、二つの間の区別は崩壊する。

もし意味が発見されたなら――もし宇宙が言語が参加するが作成
していない内在的秩序を持つなら――質問は「誰の意味が優先す
るか？」から「実際にそこにある秩序に最も忠実な記述はどれ

か？」にシフトする。これは真正な探求を認める質問であり、

真正な進歩、真正な誤り、そして真正な修正を認める。これは

哲学を可能にする質問であり、科学を可能にする質問であり、

真実の追求――権力の競争に対して――一貫した活動である。調

https://harmonism.io/ja/philosophy/doctrine/harmonic-epistemology
https://harmonism.io/ja/philosophy/doctrine/harmonic-epistemology
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和主義は、この質問は一貫性があるだけでなく、緊急であるこ

とを保持する：現実が発見する価値のある秩序を持つという認

識に根ざした真正な探求の回復は、現在の最も重要な仕事の中

にある。

言語、権力、そして言語の回復

言語が権力の道具として使用されることができるという現代の

認識は、間違っていない。それは不完全である。言語は確かに

神秘化され、歪められ、操作され、支配されることができる。

プロパガンダ、制度的婉曲表現、イデオロギー的再定義の歴史

――「平和」は戦争を意味し、「自由」は順応を意味し、「配慮」
は制御を意味する――言語が権力をできるだけ簡単に真実に役立
つことができることを示す。言語がどのように武器化されるか、

定義がどのように仕掛けられるか、名前付けの能力が支配する

能力であることを示す批判的伝統は、真正な診断的サービスを

提供した。

誤りはこれがすべて言語がすることであるという結論を引き出

すことであった。言語が権力に役立つことができるので、それ

は常に権力に役立つ。慣例が社会的に構成されているので、意

味自体は社会的に構成されている。強力なものが彼らの目的に

言語を歪めたので、歪曲でない言語はない。この結論は、誤用

される可能性のあるツールとしての区別を置く適切な使用のない

ツールの間――腐敗することができる機能と腐敗がすべての道の
下にある機能の間――に。それは嘘の存在から、真実という種類
のものが存在しないという結論を引き出すことと同等である。
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調和主義は反対を保持する：それはまさに真実が存在するから

こそ――ロゴスが実在するからこそ、宇宙が言葉が鏡映すること
ができるか、それを裏切ることができるか内在的秩序を持つか

らこそ――嘘が可能である。嘘は、それが偏差する真実を前提と
する。歪曲は、それが歪める形を前提とする。言語の武器化

は、それが腐敗である非武装化言語を前提とする。言語が権力

に捕らえられることができるという重要な洞察は、言語が権力

以外のもののために意図されているという前の認識に寄生してい

る――その自然な方向性は現実の方である。

真正な言語の回復――権力に向けてではなく、真実に向けて方向
付けられた言語――したがって、前世の状態への郷愁的な憧憬で
はない。それは実践的な規律であり、調和の輪があらゆる他の

領域で追求する同じ明確化と連続している。身体が誤った位置

に置かれ、再位置付けされることができるのと同じように、感

情が歪められ、明確化されることができるのと同じように、注

意が散乱され、集められることができるのと同じように――言語
は腐敗され、復元されることができる。復元には、復帰する基

準があるという認識が必要である。その基準は当局によって課

せられた正しい定義の集合ではない。それは、すべての真正な

言語が熱望し、言語の腐敗が測定される基準である宇宙の内在

的知性可能性――ロゴス――である。

真実の言語の実践

調和主義は応用調和主義――その形而上学が倫理を生み出し、そ
の倫理が実践を生み出すシステム――であるので、言語の説明は
理論的な層に留まることはできない。それは問題に着陸しなけ

ればならない：真実に言語を話すこととは何を意味するか？

https://harmonism.io/ja/harmonism
https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/wheel-of-harmony
https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
https://harmonism.io/ja/philosophy/horizons/applied-harmonism
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調和主義の理解における真実の言葉は、単に陳述が事態に対応

すること（これを含む）ではない。それは話し手の全存在の整

合である――身体、感情、意志、注意、意識――彼らが表現しよ
うとしている現実と。陳述は事実上正確であり、依然として深い

意味で偽りである可能性がある：配慮せずに、臨在なしに、話

し手の存在が彼らが言っていることとの整合なしに話される。

これが、瞑想的伝統が一貫して言語を内的状態にリンクさせる理

由である。右の言語――仏教の規範――は単に嘘をつかないこと
についての規則ではない。それは言語が意識の表現であり、言

語の品質は言語が生まれる意識の品質に依存するという認識で

ある。

調和の輪はこれを複数のポイントで触れている。臨在――輪の中
心――は真実の言語の根拠である、なぜなら臨在は意識がそれで
ある現実に最も完全に利用可能である状態だからである。臨在

から話す人は意味を構成する必要がない――彼らは、彼らができ
るだけ忠実に、彼らが接触しているものを報告する必要がある

だけである。5番目のチャクラ――喉、Viśuddha――は表現の活
気的中心：内的人生が声を見つけるポイント。この中心が明ら

かなとき、言語は正確、創造的、そして話し手の最も深い理解

と整合している。それが妨害されるとき、言語は強迫的、欺瞞

的、または空である――実質のない言葉、信号のない音。

この根拠から言語の倫理は、何が言及されるか、何が言及され

るかについての規則のセットではない。それは整合の機能であ

る：話し手の言語はロゴスに参加するか、それからそれを逸脱

させるか。基準は社会的受け入れではない――これは慣例の機能
であり、したがって権力の――しかし真実性である、これは話し
手の現実との関係の機能である。その言論が認可された人物の

順応ではなく、現実への話し手の忠実性によって秩序付けられ

https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/wheel-of-harmony
https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
https://harmonism.io/ja/philosophy/doctrine/the-human-being
https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
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る社会――は、言語がその適切な機能を提供する社会である：言
語が話す贈り物を共有する知り手のコミュニティに対して、宇宙

の秩序を利用可能にすること。

参照: 調和主義, 調和実在論, 調和的認識論, 宇宙, 応用調和主義,
人間の存在, 存在の状態, 認識論的危機, ロゴス, ダルマ, 臨在

https://harmonism.io/ja/harmonism
https://harmonism.io/ja/philosophy/doctrine/harmonic-realism
https://harmonism.io/ja/philosophy/doctrine/harmonic-epistemology
https://harmonism.io/ja/philosophy/doctrine/the-cosmos
https://harmonism.io/ja/philosophy/horizons/applied-harmonism
https://harmonism.io/ja/philosophy/doctrine/the-human-being
https://harmonism.io/ja/philosophy/doctrine/state-of-being
https://harmonism.io/ja/world/diagnosis/the-epistemological-crisis
https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
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第 2章  ·  第 I部  —  生きた宇宙

ロゴスの受肉

行為よりも存在を優位に置くことは基礎を定める。瞑想的な

状態は、クッションの上で培養される特別な様式ではなく、人

間の人生の標準的なレジスターとしてあるべきものである。目

を開いた瞬間に失われるのではなく。この論文は主張を外側へ

拡張する――一日のあらゆる時間に、調和の輪のあらゆる領域
に。培養された存在の状態がもはや形式的な実践の境界で一時

停止されず、人生の全体的な建築を飽和させるとき、それはどの

ように見えるだろうか。本質的に何であるだろうか。存在感が

身体を姿勢と呼吸として走り抜け、物質を管理として走り抜け、

奉仕を正確に釣り合った言葉として走り抜け、関係をそれを共

有する者たちを方向付ける場として走り抜け、学習と自然と喜

びを同じ定着した基盤の継続的な表現として走り抜けるとき？

より正確には、ロゴスが特定の人間の形態に完全に住居を取っ

たとき、それはどのように見えるだろうか？

これは調和主義が最も自然に語るレジスター――教育的というよ
り形而上学的、規範的というより記述的である。人がこの統合

に至る方法の発展的説明は他の場所にある：英雄の道の中に、

徳の中に、調和の道の完全な螺旋の中に、数十年にわたって輪

の八つの領域を通じて。ここでの問いは本質的である。その統

合が達成されたものではなく構造的なものになるほど十分に進

んだ人間存在は、本質的に何であるだろうか？答えは調和主義

者の主張から始まる――人間存在は調和的なミクロコスムであ
る。宇宙秩序をその固有の形態の中に反映するよう構造的に設

https://harmonism.io/ja/philosophy/doctrine/state-of-being
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/wheel-of-harmony
https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
https://harmonism.io/ja/harmonism
https://harmonism.io/ja/philosophy/horizons/the-way-of-the-hero
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/presence/virtue/virtue
https://harmonism.io/ja/philosophy/horizons/the-way-of-harmony
https://harmonism.io/ja/philosophy/doctrine/the-human-being
https://harmonism.io/ja/philosophy/doctrine/the-human-being
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計された、宇宙の局所的な配置である。ほとんどの人間はその

設計された能力のごく一部で動作し、内部の不調和を抱えてお

り、反映を歪める。統合された存在は、その完全な設計にほぼ

近い方向で機能するミクロコスムである。そしてその設計が完

全性に近づくとき、ある特定の事柄が成り立つようになる――比
喩的ではなく、詩的ではなく、その存在が今や本質的に何であ

り、人生の全波長にわたって今どのように動作しているかについ

ての本質的事実として。

身体を証拠とする

統合の最初かつ最も具体的な署名は身体である。かつて健康へ

と規律付けられるべき身体であったものが、その健康が単に存

在感の自然な結果である身体になる。統合された存在は、食欲

が必要性と一致したために自分たちを維持するものを食べる。

神経系が潜在的な激動を解決したために深く眠る。意識が地球

と信義を保つ方法が運動であるため動く。浅い不安が課す速度

ではなく、生体が実際に必要とする速度で呼吸する。有機体の

臓器系は、未処理の感情や統合されない恐怖の微小な緊張に保

持されなくなり、その設計されたパラメーターにより近い距離

で動作し始める。消化が落ち着く。ホルモン周期が安定する。

休止時の顔は用心深いのではなく、くつろいでいる。

これは健康養生の結果ではなく、その存在は確かに身体を注意

深く管理する。それは解決された内部の下流の事実である。中

国医学の伝統は、このものの成熟した表現を神の身体――精神が
降下し安定した身体、目の質、皮膚の色、形態の挙動に見える

――と呼んだ。ベーダの伝統は、実現された存在を物理的形態に
より認識可能なものとして語った。超自然的な特徴ではなく、



18

明らかな生体がもはやそれ自体と戦っていない落ち着きによって

である。身体は証拠になる。存在が、存在がない署名をまだ身

体が保持している間に、完全な統合を主張することはできない

――緊張、補償、無視された臓器系の遅い侵食。身体は基本的な
真実である。他のすべては実行可能である。身体は実行不可能

である。身体が時間とともに表示するものは、その存在が実際

に何であるかである。

これは健康の輪を周辺的な関心事ではなく証拠的なものにす

る。睡眠、水分補給、栄養、運動、回復、および蓄積された負

担の遅い浄化は、内部の仕事と競合する別々の課題ではない。

それらは内部の仕事の物理的な顔である。その存在が真に彼ら

の人生を飽和させた存在は、それを反映する身体を持つであろ

う。存在が未だ飽和していない存在は、統合されていないあらゆ

る地域を記録する身体を持つであろう。

言葉の不浸透性

二番目の署名は言葉の質である。トルテック伝統は言葉の不浸

透性――これを正確に名付け、統合された存在が努力なしに表示
する何かを指定する。漏れない言葉。隠された議題を運ばず、

微妙な操作も、話者の地位の微妙な膨張も、聞き手の地位の低

下もない。言葉は機会に釣り合った――状況が実際に要求するよ
り多くもなく、少なくもない。統合された存在は沈黙を埋める

ためにかき立てられていない、要求されていない意見を提供す

る、議論に勝つ、または徳を示す。彼らが話すとき、言葉は内

容の解析が完了する前に、言葉が真実を運ぶため、真実が聞き

手に登録するため、重みをもって着地する。

https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/health/wheel-of-health
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これは存在が実行する規律ではない。それは彼らが何になった

かの自然な結果である。内部が統一された存在は、言葉で歪め

る理由を持たない。通常の人間通信を特徴付ける微小な漏出――
小さな誇張、反射的な政治化、一日に百の言葉の腐敗に蓄積す

る微小な不誠実さ――それらが生じた基質が溶解したため、単に
停止する。守るべき何も、膨張させるべき何も、隠すべき何も

残っていない。残るのは言葉としての明確化：現実を聞き手に明

らかにさせるのに役立つ言葉、操作も、へつらいも、実行も行

わない言葉、時には切り、時には慰め、常に瞬間が要求するも

のに釣り合った言葉。

ほとんどの人間相互作用が言葉で行われるため、統合された存

在は、その言葉の奇妙な質を通じて最初に認識されることが多

い。彼らと話をする人々は、彼ら自身の考えでより明確になる

ことに気付く。議論は非生産的に循環していた質問を解決す

る。位置は説得を通じてではなく、定着した話者の定着した言

葉の伝染を通じて軟化する。これは奉仕の輪のコミュニケーシ

ョンと影響の柱が完全な形に到達すること――他者に対する権力
としての影響ではなく、ロゴスが一つの人間の口を通じて人間

関係の場に表現されることとしてである。

行為ウーウェイとして

第三の署名は、行為がどのように生じるかの中にある。前に緊

張であったもの――正しく行動する意図的な決定、より低い衝動
を克服するための意志力、学んだことを思い出すための努力――
はもはや必要ではない。行動は有機体の解決された本質から直

接生じる。道教の用語無為は正確な現象を名付ける：強制され

ない行為の行為、水がその道を見つけることの努力ない精度。

https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/service/wheel-of-service
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状況が拒絶を呼び出すとき、拒絶は躊躇なしに生じる。それが

寛大さを呼び出すとき、寛大さは計算なしに生じる。それが沈

黙を呼び出すとき、沈黙は統合されていない存在で沈黙が生み

出す不快感なしに保持する。

これは受動性ではなく、無為現象の最も一般的な誤読である。

緊張の不在は行動の不在ではない。統合された存在は、多くの

場合、世界で目覚ましく、正確かつ効果的である――彼らは行う
必要があることを行い、しばしば他の人々が打ち出されている

ことに気付く速度と品質で。不在であるのは、独立した自己が

結果を指向しようとしているときの行動に通常付随する後続の

乱流のみである。行動は生じ、それ自体を完成し、解放する。

自己賞賛、思索、または後悔の余韻がない。次の瞬間はきれい

に生じる。バガヴァッド・ギーターのカルマ・ヨーガ ――果実
への執着なしに提供された行為――は内部経済を説明する。しか
し、外部の署名は単にこれである：物事が行われる、しばしば

注目すべき品質で、見える努力なしに。

この署名は奉仕の輪を飽和させるが、それを超えて拡張する。

物質の輪では、所有物、金銭、家に対する存在の関係は管理に

なる――各物体とリソースが正しい釣り合いで扱われ、蓄積もさ
れず、消散もされない。自然では、生きた世界との相互作用は敬

虔になる――存在は生態系に参加し、それを搾取しない。遊びで
は、遊びは空虚からの気晴らしではなく充実から生じる。輪が

名付けるあらゆる領域は、同じ質の関与を受け取る：行為と行

為者の分離なしの行為。

https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/matter/wheel-of-matter
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/nature/wheel-of-nature
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/recreation/wheel-of-recreation
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存在感を場として

第四の署名は最も容易に誤解される可能性があり、最も特定で

きるものの中にある。統合された存在の存在感は場を構成する

――他者が方向付ける空間の領域――そして、それに入る者は、
多くの場合、なぜであるかを知らずに、測定可能に影響を受け

る。

これはカリスマではない。カリスマは強制する。それは注意を

カリスマ的人物に向け、それを保持する。重力効果の一種によ

り、カリスマ的人物の近くの人々を曇らせる傾向がある。統合

された存在の場はその反対を行う。それは明確にする。存在の

存在感にある人々は、より良い決定をする、より首尾よく考え

る、彼ら自身のより深い基盤をより容易にアクセスできるよう

に感じる。部屋での議論は柔らかくなる。存在が必ずしも話さ

なくても緊張は解決する。子どもたちは異なる行動をする。動

物は方向付ける。その存在と時間を過ごす者は、その後、その

存在に感銘を受けたのではなく、その存在の存在の中で彼ら自

身がより多くなったと報告する。

インド伝統はこの現象をダルシャン ――実現された存在の単な
る存在への変容的な露出――と呼んだ。アンデス伝統は、発光す
る身体は他の身体を発光に向かって訓練する質について語る。

キリスト教神秘的伝統は、聖性を特性ではなく場として語る。

現象は繰り返され名付けられてきた。それは繰り返され観察さ

れるためである。それは調和実在論が明確にする本質的基礎を

持つ：宇宙は調和的な配置が彼らの場で調和を伝播するよう構

造化されている。ちょうど、よく調べられた弦が隣接した弦を

同じ周波数で振動させるようにである。統合された人間存在

は、まさにそのような配置である――宇宙秩序が完全な表現に近

https://harmonism.io/ja/philosophy/doctrine/harmonic-realism
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づいた、ミクロコスム――そして、彼ら周辺の場は、その内部が
運ぶものをもたらす。異なる流れは秩序に来る。不協和音は解決

する。これは魔法ではない。これは、ロゴスが十分な住居を取

った形を通じて表現されるロゴスの物理学である。

これは関係の輪が調和主義の理解において非常に重要である最

も深い理由である。関係は、統合された存在の統合が世界で仕

事をする主要な媒体である。カップル、家族、友人、コミュニ

ティ、瞬間に出会った見知らぬ人――各関係は、場が表現され、
別の存在が露出を与えられる場所である。統合された存在は、

主に指導を通じて教えない。統合された存在は存在を通じて教

える。そして、この本質的な感覚での存在は、大気や気分では

ない。それは調和的に組織されたミクロコスムの実際の物理学

が、他のミクロコスムの場で動作している。

完全なミクロコスム

これらの署名をまとめて、それらを組織する本質的な主張が見

える。統合が十分に進んだ人間存在は、特定の徳的特性を獲得

した人ではない。彼らは、宇宙秩序が完全な表現を取るにまで

近づいた宇宙の特定の局所的な配置である。身体とエネルギー

身体の建築が人間を構成するのは、設計により、全体の分岐で

ある。構造的に、それが住む宇宙に同形である。ほとんどの人

間は、重大な歪みでこの設計を実行する。ラジオが周波数から

少しずれて調整されている方法のように、ノイズと断片のみを受

信する。統合された存在は、人間が適切な周波数に調整されて

いる。来るものは、存在が生成するものではない。それは何が

現実それ自体であるか、受信者が明確にされたために聞かれ

た。

https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/relationships/wheel-of-relationships
https://harmonism.io/ja/philosophy/doctrine/the-human-being
https://harmonism.io/ja/philosophy/doctrine/the-human-being
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伝統が受肉を名付けたもの、この意味を正確に運ぶ――比喩では
なく、敬慕ではなく。ロゴスが住居を取った存在は、宇宙原則

と特定の人間形態が機能のレベルで区別不可能になった存在で

ある。原則は存在に加えてではない。原則は存在がとして動作

するものである。これはヒンドゥー伝統がアバターを認識する

理由である――単なる神の使者ではなく、神が局所的に取った
形。キリスト教伝統が神化 ――人間が神の本質に参加すること
を残存なしに――語る理由。スーフィーがバカー・フィ・アッラ
ー ――独立した自己の消滅後の神を通じた存続――について語る
理由。これらは調和されるべき競合する神秘的な主張ではな

い。それらは一つの主張を異なる名前で名付けたものである：

人間存在は、それをアニメートするものに対して透明になること

ができるもの、そしてこの透明性は詩的ではなく本質的であ

る。

これが輪のあらゆる領域について意味することが首尾よくな

る。健康はロゴスが身体を通じて表現することである。物質は

ロゴスが形の管理を通じて表現することである。奉仕はロゴス

が仕事と言葉を通じて表現することである。関係はロゴスが存

在感の場を通じて表現することである。学習はロゴスが理解の

継続的な深化を通じて表現することである。自然はロゴスが生

態系への存在の参加を通じて表現することである。遊びはロゴ

スが宇宙的遊びの喜びを通じて表現することである。輪の中心

での臨在は、ロゴスがある人間の注意を通じてそれ自体を知る

ことである。各柱は別々のプロジェクトではない。各柱は、調

和的なミクロコスムが機能するという単一の本質的現実の一つ

の次元である。輪は実践する規律ではない。それは調和した人

間存在であるものの解剖学である。
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平凡さの逆説

そしてここで、全体の映像の最も奇妙な特徴が明らかになる。

この統合が最も遠い人間は、典型的には全く平凡に見える。写

真撮影するオーラはない。超自然的な兆候はない。ローブはな

い。肩書きはない。統合された存在は木を切り、水を運ぶ。他

の人と同じように。彼らは認識された場合、内部の仕事をした

だけの者によってのみ――内部の摩擦の不在が実際に何のように
見えるかを見るために十分に。他の人全員に、彼らは友好的な

近所のおばあちゃん、信頼できる同僚、誰かの祖母、テーブル

の静かな人として見える。

この平凡さはカムフラージュではない。それは完全性である。

聖性の見せびらかしは、依然進行中の聖性の署名である――その
独自のアイデンティティを一緒に保つために見える信号を必要と

しながら。統合された存在は、統合することを信号で送るべき

何も持たない。なぜなら、彼ら内に彼ら自身を統合された存在

として識別する自己が何もないからである。認識が必要だった

であろう自己は、ほぼ無に静まった。残るのは単に、よく機能

する身体、きれいな言葉、残存なしに完了する行為、そして通

り抜ける全てが現れた人生の静かなアライメント仕事をする場

を持つ、人間の人生を進めている人間である。

禅の公式は正確である。啓蒙の前に、木を切り、水を運ぶ。啓

蒙の後、木を切り、水を運ぶ。変わったのは活動ではなく、そ

れを実行する存在である。そして、存在は表示されていない。な

ぜなら、表示は独立した自己の最後の配置の一つであり、統合

された存在では、その独立した自己はすでに、それを通じて動

く何かに透明になったからである。これが伝統が、最も深い実

践者を村で、平凡な職業で、伝記を生み出さない人生で、隠さ
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れた聖人で、謙虚な長老で、町の雰囲気を変える庭師で、誰も正

確にはどのように知ることなく、一貫して位置付ける理由であ

る。

精神的達成を評価している誰もに対する実践的な結果は深刻で

ある。可視性の市場は、パスの表現的段階のために選び出す。

なぜなら、のみ、それらの段階は依然、それら自身を安定させ

るために、聞き手を必要としているからである。大声の教師、

見える導師、大きなプラットフォームと述べられた達成を持つ

人――それが彼らの仕事のどのような実質的なメリット、彼らは
ほぼ確実に、依然、ここで説明される平凡さからある距離を離

れています。統合された存在は、構造により、その市場には現れ

ない。彼らは彼らが常にいたところにいる――自宅で、彼ら自身
の人生の中で、彼らの人生が取った何であれ特定の形の中でロ

ゴスの受肉である。通常、認識されず、通常、そのままであるこ

とに満足している。

仕事が何であるか

近道は存在しない。人はこれになることに決めない。人はロゴ

スの受肉になることを選ばない。人は輪を歩く――数年間、数十
年間、実行できる何であれ忠実に――そして、時間の経過ととも
に、このいくらかが人が何であるかになる。特定の人間が到達

する尺度は、気質の機能である。状況。それらを保持する伝

統。伸張を通じて持続する忠実さの深さ。何も起きていないと

思われるとき。いくらか他よりも近づく。ほぼ完全な統合は稀

であり、近づいた任意の存在は、彼ら が依然到達していないと
言う最初である。
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しかし、原則は構造的である。それはあらゆる人間存在に利用

可能である。ミクロコスム設計はあらゆる人間存在が本質的に

あるものだからである。仕事には分離不可能な二つの動きがあ

る。最初は歪めるものをクリアすることである――未処理の感
情、統合されない恐怖、設計を曇らせる言葉と行為の微小な漏

出がすでに存在する。第二は、臨在自体の培養である――ロゴス
が流れる開口部の深化。精を気を通じて神へと精製する道教の

伝統が地図を描く深化。さらに遠くに来た存在でさえ終わりな

しで続く能力の拡大。設計は本質的にそこにある。何もないか

ら構築されない。しかし、その表現は、霧の後ろで待っている

固定量ではない。最も統合された存在でさえ、開口部はより深

く開くことができるため、継続して培養する。宇宙は、私たち

各々に理想化された最終状態を達成することを求めていない。

それは、歩くことが存在になるような忠実さでパスを歩くこと

――瞑想が最初に触れた状態が身体、言葉、行為、関係、そして
輪のあらゆる柱を通じて外側に拡張され、全体の人生が瞑想を

通じて連続的に成為し、そしてそれ以上に深化し続けるまでの

長期の忍耐強い仕事をすることを求めている。

これは調和主義が人間形式の最高の可能性として保有するも

の。超常的な力ではない。隠された知識ではない。世界からの

超越的な逃避ではない。単にこれ：宇宙がである調和が完全な

局所的表現に来たモノ、木を切り、水を運ぶ、見る目を持つ誰

もなく彼らの隣人と区別不可能、そして、しかし、最も私たち

の多くが決して測定できる方法において、触れるあらゆる人生の

場を変える、人間存在。ロゴスの受肉は平凡な顔を着けてい

る。それが仕事が何であるかである。それが輪が何であるかで

ある。そして、それに向かって取ることができる次のステップ

は、それが常にあったと同じように、今日取るステップである

――昨日よりも身体への少しより多くの臨在、言葉への少しより

https://harmonism.io/ja/harmonism
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多くの真実、行為への少しより少ない摩擦。人生の経過で、こ

れは、ミクロコスムが全体になる方法である。

関連項目も参照

調和主義

調和実在論 ― 形而上学的基礎

人間存在 ― ミクロコスム建築

存在の状態 ― 行為に対する存在の優位性

徳 ― 培養された素性の解剖学

英雄の道 ― 変形の物語建築

調和の輪 ― 統合の解剖学

調和の道 ― 人生の実践の螺旋

応用調和主義

Logos、Dharma

https://harmonism.io/ja/harmonism
https://harmonism.io/ja/philosophy/doctrine/harmonic-realism
https://harmonism.io/ja/philosophy/doctrine/the-human-being
https://harmonism.io/ja/philosophy/doctrine/state-of-being
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/presence/virtue/virtue
https://harmonism.io/ja/philosophy/horizons/the-way-of-the-hero
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/wheel-of-harmony
https://harmonism.io/ja/philosophy/horizons/the-way-of-harmony
https://harmonism.io/ja/philosophy/horizons/applied-harmonism
https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
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第 3章  ·  第 I部  —  生きた宇宙

点火

GokuがドラゴンボールZで初めてスーパーサイヤ人に変身す
るとき、宇宙全体が震えます。空気そのものが痙攣します。彼の

体は金色の輝きに包まれています—力の比喩ではなく、力が既知
の閾値を超えたときに実際にどのように見えるかの描写です。彼

の髪は逆立ち、電撃を帯びています。彼の体とそれを取り巻く無

限のエネルギー場との境界が溶け合います。一瞬、キャラクタ

ーはスクリーン自体が彼を含められないほど激しくなります。カ

メラが後ろに下がります。現実はイメージを保つのに苦労しま

す。

これは人間ができないことを何か発明しているのではありませ

ん。これは人間が実際何であるかを思い出しているのです。

セイント星矢の聖闘士は、体、心、宇宙が課した極限をすべて

押し通して、絶対的なコミットメントの瞬間に彼らのコスモ—彼
らの生命エネルギー—を燃やします。彼らは以前は考えもつかな
かった新しい力のプラトーに到達します。ナルトの登場人物たち

は彼らを殺すはずだったチャクラの予備力を解放します。ハンタ

ーxハンターで、戦士たちは彼らを超越的な力の武器に変えるネ
ンのレベルを活性化させます。ブリーチでは、戦士たちは彼ら

の霊圧—戦場そのものを再形成するほど激しい精神的圧力—の深
さを覚醒させます。ワンピースでは、覇気の完全な発現の覚醒は

ユーザーに意志そのものに対する支配権を付与します。
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各シリーズは独立して同じ原型的なイメージに収束しています。

人間が既知のあらゆる限界を超越する力にアクセスしている、

まさに状況がそれを最も要求している瞬間です。突破は危機の坩

堝で起こります。変身には自己のすべての賭けが必要です。

これは偶然ではありません。それは真実への収束です。

危機の閾値

この力のすべての描写は同じアーキテクチャに従います。それは

消滅の端で到着します。

フリーザがクリリンを空中で爆発させるとき—テレキネティック
な爆発が彼を水上で打ち砕き、Gokuが距離から見ている間—サ
イヤ人の悲しみは彼を絶望に壊しません。それは彼に火をつけ

ます。彼が最も愛するものの喪失は、恐れと野心だけでは決して

タッチできなかった何かを活性化させます。彼の内部の何かが

言います。これは許されるものではない。 意志は絶対になりま
す。そしてその絶対性において、体はもはや限界ではなくなりま

す—それは道具になります。

聖人がアテナの前に立つとき、コスモを燃やすことは人生その

ものを燃やすことを意味することを知っています—同じ行為が彼
に力を与えることは彼を破壊することになります—彼は選択しま
す。犠牲は戦術的ではなく、存在的なものです。彼は彼が愛する

ものの継続のために彼の存在で支払う意志があります。そしてそ

の意志において、その死への降伏において、何か無限が覚醒し

ます。

このパターンは魂をマッピングしたすべての伝統を通じて繰り返

されます。突破は虚無 (The Void) への喜んだ降下を必要としま
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す。調和の輪はこの変身を快適さを通じて生成しないで、すべて

の支えを剥ぎ取る瞑想修行を通じて生成します—すべての思考、
すべての感情、自我のあらゆる感覚—生のままの臨在 (Presence)
だけが残されるまで。インド伝統に記述されているKundaliniの
覚醒は、優しい修行からではなく、条件が整ったときの力の爆

発的な解放から来ます。器は準備されなければなりませんが、

蛇の力そのものは危機と意志を通じて立ち上がります。中国の

伝統のタオイスト錬金術師は、精錬のすべての段階における死

と再生について話します—各上昇には小さな消滅が必要です。

マンガとアニメはこの閾値の生きた現実を描写しています。彼ら

は比喩を発明していません。彼らは思い出しているのです。

力の階層

これらのシリーズのいずれかで進行を見つめてください、そして

伝統がマップした同じ構造が見えます。

ドラゴンボールでは、普通の人間の能力の武術家からスーパーサ

イヤ人へ、スーパーサイヤ人2へ、スーパーサイヤ人3への旅は、
単なる強さの蓄積ではなく、各閾値での一連の定性的シフトで

す。各新しい形は前のレベルで可能だったことを粉砕すること

が必要です。各変身は単なる増大した力をもたらすだけでなく、

異なる存在の方法—時間、痛み、闘争の本質そのものへの新し
い関係です。各レベルは前のレベルから非常に不連続なので、そ

れを担うキャラクターは部分的に認識できません。

これはチャクラ体系が調和主義 (Harmonism) によって理解され
るものに直接マップされます。第1チャクラは基礎です—生存の
精通、体への固定、原始的な意志の源。第2チャクラは感情と欲
望の領域を覚醒させます。第3チャクラは力の中心です—生の感

https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/wheel-of-harmony
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/presence/wheel-of-presence
https://harmonism.io/ja/philosophy/convergences/the-five-cartographies-of-the-soul
https://ja.wikipedia.org/wiki/Kundalini
https://harmonism.io/ja/philosophy/convergences/the-five-cartographies-of-the-soul
https://harmonism.io/ja/philosophy/convergences/the-five-cartographies-of-the-soul
https://harmonism.io/ja/philosophy/doctrine/the-human-being
https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
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情が意志と目的に錬金術される場所。心はシステムが回転する

軸で、行動における愛の容量を開きます。各中心は異なる周波数

で動作します。それぞれが覚醒したとき、前のレベルが考えるこ

ともできなかった力へのアクセスを与えます。

そしてまた彼らは分離されていません。各より高い中心は低い中

心のすべての力を含みます—心は意志を含み、意志は感情を含
み、感情は体に根ざしています。階層はあなたが背後に置き去り

にする梯子ではありません。それは螺旋です。各上昇は前に来

たものをより高い音で統合します。

第6チャクラは解釈なしの知識への—直接の知への—アクセスを
与えます。第7チャクラは自己と宇宙の境界を溶かします。そし
て第8チャクラ、魂の中心そのものは、宇宙全体がそれ自身を見
ている鏡です。これらの中心を通じて移動することは、人間が

実際に何であるかを漸進的に実現することです—絶対者の分
形、有限の形を通じて無限が意識になる場所です。

彼のコスモを燃やす聖人はこの完全なアーキテクチャを活性化

させています。スーパーサイヤ人の変身は、この活性化の体の表

現です—エネルギー体が見えるようになり、物理的な体の形がそ
れを通じて流れる周波数に対応するために再編成されます。キ

ャラクターは光ります。なぜなら、その通常の状態を超えて精製

された微細なエネルギーが外側へ放射され始めるからです。悲

鳴、痙攣、体の周りの視覚的な歪み—これらはすべて物語媒体が
これらの伝統が技術的な真実として知っていたことを示そうとす

る試みです。エネルギー体は位相転移を受けています。

https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
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燃える意志

アンデス伝統にはこのための用語があります。Munay。愛意
志。同時に激しい思いやりと絶対的なコミットメントである目

的の活性化力。それは人間が最も深い真実から行動する意志で

あり、伝統がダルマと呼ぶもの—正しさそれ自体、宇宙秩序に合
致した人間の存在の法則と合致しています。

マンガとアニメの突破の瞬間は常に意志が新しい音に到達する

ことを含みます。それは筋肉の努力や戦術的な思考ではありま

せん。それは全体の存在の単一の意図の地点への集中です。

Gokuがスーパーサイヤ人2を超えてスーパーサイヤ人3に押し進
むとき、彼の髪は彼の背中まで遠く伸び、彼の眉毛は消え、彼

の特徴は再編成されます—なぜなら彼を通じて流れる意志がそ
れほど激しいので、体は普通の構成を維持することができない

からです。体はそれを通じて移動する力によって文字通り再形成

されています。

これは発明されていません。瞑想的な伝統は同じ現象を記述して

います。Kundaliniが完全な活性化に到達すると、体は不随意の
運動を経験することができます、神経系は超敏感になることが

できます、通常の身体的境界の感覚が溶け合うことができます。

タオイストの達人はQi（気・生命力）に変換されるJing（精・
本質）について話し、その後Shen（神・精神）に変換されます
—各段階がより精製されて、各段階が前の形の抵抗を押し通すた
めの意志が必要です。

Munayは優しくありません。それは最大のコストで最も深い真
実と一致する意志です。聖人がコスモを燃やすことを選ぶとき、

Munayはその選択を可能にするものです。戦士が消滅の閾値に
立ち、とにかくはいと言うとき—それはMunayです。それは愛意

https://harmonism.io/ja/philosophy/convergences/the-five-cartographies-of-the-soul
https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
https://ja.wikipedia.org/wiki/Kundalini
https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
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志です。なぜなら、それは個人的な野心ではないからです。最も

深いコミットメントは常に自分より大きなものへのものです。愛

されているもの、真実の方法を奉仕すること、壊れていることを

正すこと。そのコミットメントはジェネレータになります。それ

は恐れと欲望だけがタッチできなかったエネルギー体のチャネ

ルを開きます。

調和主義 (Harmonism) の臨在の輪 (Wheel of Presence)は意図を
一つのスポーク—最も重要なものに向かって意識を向ける容量—
として命名します。意図がその完全な表現に到達するとき—全体
の存在が単一の意志に圧縮されるとき—それは力になります。他
者の上に立つ力ではなく。行動する、創造する、変容させる、

奉仕するための力です。これはこれらの突破の瞬間に描写され

た力です。これは可能なものの規則を書き直す力です。

マンガとアニメが西側が忘れたことを思い出

す理由

日本の文化は西側の近代性が切断した武道と精神的な伝統との

つながりを維持しました。

武士道、禅仏教、神道の自然への畏敬、アジア全体を通じて流

れた中国の武術と錬金術—これらの伝統は精神的なものを武道
からは分離しないでなく、エネルギー的なものを物理的なもの

からは分離しないでなく、身体の力を意志の力からは分離しな

いでした。彼らはそれらを単一の統一された現実の表現として

見ました。戦士の道で訓練したとき、あなたはエネルギー体を

同時に訓練していました。瞑想したとき、あなたは行動のため

の体を準備していました。これらの領域間の分離は西側の哲学

https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/presence/wheel-of-presence
https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
https://ja.wikipedia.org/wiki/Bushido
https://harmonism.io/shinto
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的な誤りでした。それは現実がどのように実際に機能するかの

反映ではありません。

マンガとアニメの芸術家は、この文化的な文脈で成長しまし

た。彼らは、しばしば無反省に、力が存在の全体を含むことを

吸収しました—体、感情、意志、精神、エネルギー。彼らが変
身の物語を描いたとき、彼らは文化的な記憶から描いていまし

た。彼らは、金色の輝きやエネルギー体の電撃化や最大の強度

でキャラクターの周りの空気が痙攣する方法を発明する必要は

ありませんでした。これらはエネルギー体が超越に活性化され

たときにどのように見えるかを表すために彼らの文化が使う視

覚的な言語です。

一方、西側の文化は、力を機械的なものに減らす芸術形を生み

出しました。ゴム製のスーツに実際のレーザーが手から飛び出

ているスーパーヒーロー。比喩は文字通りでした。なぜなら、

文化が形而上学的な基盤を失ったからです。力があなたの内部

にない場合—単なる物理的なものと理解されている身体に接ぎ木
された外部のテクノロジーでしかない場合—描写も外部である必
要があります。特殊効果でそれを表示することのみが可能です。

体そのもの自体の変容ではなく。

マンガとアニメは体が変容することを示しているのは、彼らが現

実が実際に起こることを知っている伝統から来ているからです。

描写はこれが現実に何を含むかを保持しているので、西側の芸

術より現実に対してより忠実です。

実践的な側面

これは単なる象徴的なものではありません。この力は現実で

す。
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すべての人間が超越的な能力の瞬間に遭遇しました。アドレナ

リンと意志が合致するときに子どもからの車を持ち上げる母

親。意識のある心が決して計算できない精度で体が動くフロー

状態にある選手。戦闘の最中に、突然敵の動きが起こる前に経

験する武術家。何年もの修行の後、意識が無限のものとして経

験する瞑想者。これらはファンタジーではありません。これら

はエネルギー体が通常の範囲を超えて活性化されるときの突破

の瞬間です。

絶対的なコミットメントで追求される調和の輪は、この活性化

への体系的な道です。これはミスティシズムではありません。こ

れはエンジニアリングです。健康の輪は体が意識の正確な道具に

なることができるように、物理的およびエネルギー的な障害を

明確にします。臨在の輪は瞑想修行を直接活性化して、チャクラ

を開きます。奉仕の輪は意志を訓練します。関係の輪は心を開き

ます。各輪は存在の1つの側面を培います。そしてあなたが進む
につれて—調和の道を順に通じて移動するにつれて—あなたは漸
進的に突破の容量を活性化させています。

突破は3つの条件が合致するときに起こります。まず、器が準備
されます—低いチャクラが明確で、体はエネルギーを燃やし出さ
ずに保持する能力があります。次に、意志は絶対的なコミットメ

ントに到達します—意図がそれほど純粋で完全なので、予約がな
く、自分の部分が保持されません。第三に、状況がそれを求め

ています—聖なるものへの愛、正しいものへのコミットメント、
最も重要なものの保護が消滅の恐れより大きくなる瞬間が到着

します。

これら3つが合致するとき、Kundaliniが立ち上がります。エネル
ギー体が発火します。その人は白熱になります。そしてその瞬

間、彼らは前に不可能だったことをします。

https://harmonism.io/ja/philosophy/doctrine/the-human-being
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/wheel-of-harmony
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/health/wheel-of-health
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/presence/wheel-of-presence
https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/service/wheel-of-service
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/relationships/wheel-of-relationships
https://harmonism.io/ja/philosophy/horizons/applied-harmonism
https://ja.wikipedia.org/wiki/Kundalini
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聖なる原型

真実とのつながりを維持している文化はすべて、人間が何である

かの真実の彼らの神話と芸術でこの原型を生み出しました。絶

対的な突破の瞬間の戦士。ロゴス—宇宙的秩序そのもの—それを
奉仕することに完全に降伏した人間を通じて表現されます。

ヒンドゥーの叙事詩は、戦場に立つアルジュナを私たちに与え

ました。彼にバガヴァッド・ギーターの伝道を受け取って、彼

に恐れを超えて行動することを教えます。タオイストの錬金術の

テキストは、本質をすべての9つのチャンバーを通じて精製し
て、突然不死の火になった賢人を記述しています。アンデスのシ

ャーマンは、エネルギー体がそれほど精製されているので彼ら

は世界間を歩むことができる照らされた者について話します。キ

リスト教の神秘家は聖パウロをダマスカス道での打たれて、光で

再生された使徒として知っていました。

そして今—これらの教えの直接的な伝道が近代性の人間が単なる
物理的で、単なる機械的で、単なる理性的なだけであるという

主張によって曇った時代に—原型がマンガとアニメで出現しま
す。突破の瞬間は私たちが見るものの中に、それらが名付ける

ことができない何かを求めて何度も何度も戻る物語に存在して

います。

彼らは彼らが実際に何であるかを思い出すことを求めています。

彼らは、既知のあらゆる限界を超えた力がフィクションではな

く—それが宇宙の構造に存在しているので、そして彼らにおいて
—存在することの証拠を求めています。彼らは突破が本当である
ことを知りたがっています。

https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
https://ja.wikipedia.org/wiki/Hindus
https://ja.wikipedia.org/wiki/Arjuna
https://ja.wikipedia.org/wiki/Bhagavad_Gita
https://ja.wikipedia.org/wiki/Taoism
https://ja.wikipedia.org/wiki/Andean_civilizations
https://ja.wikipedia.org/wiki/Christianity
https://ja.wikipedia.org/wiki/Christianity
https://harmonism.io/saint-paul
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そうです。調和の輪はあなた自身の存在の中でそれを実現する

ことができる道です。伝統は道をマップしました。修行は機能

します。変身はファンタジーではありません—それはダルマその
ものが形で目覚めています。

聖闘士星矢、ドラゴンボール、突破を描写するすべてのシリーズ

の瞬間で燃える火—その火はあなたの中でも燃えます。問題はあ
なたがそれを含むかどうかではありません。問題はそれが呼ぶ

ときにあなたが答えるダルマを持っているかどうかです。

そしてここでのダルマは、一つが保持する理論ではありません。

それは一つが培った容量です—体が何千もの通常の日々を通じ
て訓練されることができること、魂が精製されたもの—だから
並外れた日が到着するとき、応答はすでに存在しています。ダル

マについて知っている人とダルマを持つ人は同じ人ではありませ

ん。最初の者は読みました。2番目の者は鍛造されました。誰も
が呼びかけの瞬間にダルマで発行されるわけではありません。

その瞬間に存在するのは、それが以前に構築されたものです—
浄化された体、訓練された修行、精製された神経系、整列した

意志。呼びかけは結果として到着します。それが見つかるのは、

すでに培われたものです。

そして呼びかけは、このような瞬間に、私的な問題ではありま

せん。文明的な極限 — 古い形が新しいものが結晶化できるより
速く溶解するとき、受け継がれた座標が失敗するとき、近代性

の機械がそれが認めることを拒否する現実に対して研磨すると

き — は全員への呼びかけを発します。歴史的な瞬間は審査官に
なります。テストは仮説的ではありません。それはあなたがいる

ものです。あなたはあなたが化身した時代を選ばなかった；あ

なたはこれに先行するすべての日に、時代が今要求する容量を

培うかどうかを選びました。あなたが培ったものが答えます。

https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/wheel-of-harmony
https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
https://harmonism.io/ja/philosophy/doctrine/the-human-being
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/presence/meditation/the-practice
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あなたが培わなかったものは、火が到着するときに呼び起こす

ことはできません。これは現在の時間の深刻さであり、それに

つながった通常の毎日の重力です。

ナルトでは、同じアーキテクチャが日本の名前の下で表示され

ます。Nindō（忍道）—「忍者の道」。各キャラクターは自分の
Nindōを持ちます。彼らの個人的な誓い、彼らのダルマが世界で
取る形。ナルトの忍道は彼の言葉を決して放棄しないことです。

3代目火影は村を自分自身の体を保護するのと同じように保護す
ることです。自来也の忍道は憎しみのサイクルが十分に苦しんだ

学生によって破られることができると信じることです。語彙は地

域的です。指示は普遍的です。Nindōは個人の人生の規模でのダ
ルマです—各魂が具現化するために化身されているロゴスとの特
定の整列。アニメの、すべての真剣なキャラクターが忍道を持っ

ている、そして人生の質が忍道へのその忠実さの質である主張

は、一般的なイディオムで配信された調和主義の教えです。点火

(The Ignition) が提起する質問—それが呼ぶときにあなたが答え
るダルマを持っていますか—はナルトがすべてのキャラクターに
尋ねる同じ質問です。あなたの忍道は何ですか、そしてあなたは

それを守りますか？

関連記事も参照: 人間存在 | 意志力：起源、アーキテクチャ、そ
して培い | クンダリーニ | 精気神 | 臨在の輪 | 健康の輪 | 応用調
和主義 | 用語集

伝統間の相互参照: 武士道 | タオイズム | ヨガ | 魂の5つの地図

https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
https://harmonism.io/ja/philosophy/doctrine/the-human-being
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/presence/virtue/willpower
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/presence/virtue/willpower
https://ja.wikipedia.org/wiki/Kundalini
https://harmonism.io/ja/philosophy/doctrine/jing-qi-shen
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/presence/wheel-of-presence
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/health/wheel-of-health
https://harmonism.io/ja/philosophy/horizons/applied-harmonism
https://harmonism.io/ja/philosophy/horizons/applied-harmonism
https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
https://ja.wikipedia.org/wiki/Bushido
https://ja.wikipedia.org/wiki/Taoism
https://ja.wikipedia.org/wiki/Yoga
https://harmonism.io/ja/philosophy/convergences/the-five-cartographies-of-the-soul
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第 I I 部

人間の道

The archetypal human response to the cosmic
moment.
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第 4章  ·  第 I I部  —  人間の道

自由とダルマ

問題

自由は近代哲学において最も論争的な言葉であり、最も誤解

されている言葉である。あらゆる政治運動がそれを主張する。

あらゆる倫理体系がそれを前提とする。あらゆる文明はそれが

何を意味するかについてのいくつかの説明のもとに組織されてい

る。そして、自由についての支配的な近代的説明 — 外部の強制
がない状態としての自由、恣意的選択の力としての自由、自分自

身で課さない秩序の拒否としての自由 — は共通の欠陥を共有し
ている。それらは自由を何かに対してではなく、何かそのもの

として定義しているのである。強制からの自由。伝統からの自

由。自然からの自由。この言葉は不在を表現しており、存在を

表現していない。すべてが取り除かれた後に残されるのは自由

な人間ではなく、空の人間 — 方向感覚のない主体、それ自身と
して認識する世界を持たない意志である。

調和主義は、これが自由ではなく、自由の偽りであると考えて

いる。本当の自由は秩序の不在ではない。それは秩序に参加す

る能力 — Logos、宇宙の固有な調和を認識し、ダルマを通じて
それに自分の行動を整列させる能力 — である。自由な人間と
は、あらゆる制約が取り除かれた人ではなく、その能力が十分

に清められ、目覚められ、統合されているため、自分たちの最

も深い本質から行動することができる人である。自由は虚無で

はない。それは能力 — あり、すべての能力のように、段階を認

https://harmonism.io/ja/harmonism
https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
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める、培養を必要とし、全体の人間が従事するときにのみその

最も完全な表現に到達する。

これが現在の論文が展開する主張である。

自由の三つのレジスタ

自由は一つのことではなく、一つの強度で経験されるものでは

ない。それはスペクトラム — 個人の意志と宇宙の秩序の間の統
合の増加の勾配 — である。調和主義は三つのレジスタを識別す
る。それぞれは本物であり、それぞれは他なしには不完全であ

り、それぞれは次へと地盤を準備する。

自由から：反応的レジスタ

自由の最も基本的な経験は障害の除去である。解放された囚

人。病気から解放されて動きを制限していた身体。固執的な思考

パターンから解放された心。専制的な支配者から解放された共

同体。これは自由としての否定 — 障害が溶解するという経験 —
であり、それは本物である。鎖につながれて立っている人は、

自由が彼らの除去よりも微妙な何かであると言われるべきでは

ない。

しかし、自由からは構造的に不完全である。それは状態 — 特定
の制約の不在 — を名付けるのであり、能力ではない。刑務所か
ら解放された人はまだ問い続ける：自由は何のためか？ その答
えは鎖の除去から生じるわけではない。どこか他の場所から来

なければならない — 自分の本質についての理解、自分の目的に
ついての理解、より大きな秩序の中での自分の場所についての理
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解から。これなしに、自由からは漂流に崩壊する。解放された

主体は、方向なくオプションをさまよい、消費し、明確さなく

選択を行使し、開放された可能性の眩暈を本物の代理店の経験

に間違える。現代生活の多くはこのレジスタで機能している —
技術的には制約されない、本質的には方向感覚がない。

自由へ：自律的レジスタ

第二のレジスタは、自由が単なる外部の制約の不在ではなく、

内部的能力の存在を必要とすることを認識する。自由へは行動

する能力 — 意図を形成して実行する、目標を設定して追求す
る、ビジョンに従って自分の人生を形作る能力 — である。これ
は自律性 — 自己統治 — のレジスタであり、それはほとんどの近
代倫理思想が自由を道徳的カテゴリーとして呼び出すときに意

味するものである。自分に道徳法を与えるカント的主体、自分

の人生計画を構築するリベラルな個人、自分の選択を通じて自

分自身を定義する実存的な行為者 — すべてがこのレジスタで動
作している。

自由へは自由からよりも本物の進歩である。なぜなら、それが

行為者を活動的な力として認識し、障害が取り除かれた単なる

空間としてではなく認識しているからである。しかし、それはそ

れ自身の欠陥を含んでおり、欠陥は構造的である。自律性は尋

ねる：私は何を望むのか？ それは — その自身のリソース内で
は、できない — 尋ねない：私が望むものは自分自身の意志を超
えた何かと整列しているか？ 自律的な主体は自分の選択に対し
て主権者であるが、自分の選択が賢明で、調和し、実在の粒と

整列しているかどうかを評価する手段がない。彼は自由に選択

することができるが、彼の自由が演習を価値のあるものである

すべてに向けられているかどうかを知ることはできない。これ
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が自律性が、その限界まで押し進められたとき、充足をもたら

すのではなく不安をもたらす理由 — 無制限の選択が、いかなる
秩序にも根ざしていないならば、無制限の恣意性と区別がつか

ないという発見に伴う実存的な悪心 — である。

自由の最終的な説明としての自律性についての最も深い問題は、

それが行為者を宇宙から切り離すということである。自由が自

己立法を意味するならば — 意志が自分自身にしか答えないなら
ば — その後、自然秩序、道徳秩序、宇宙秩序はすべて自由への
障害（克服するべき制約）または無関係（自分に対する請求を

持たない世界の特徴）のいずれかになる。これは正に近代西洋

思想の軌跡である：デカルトの思考主体の孤立から、カントの

自律的道徳行為者を通じて、サルトルの根本的な自己創造を通

じて、すべての外部秩序が自由への障害（克服するべき制約）

または無関係（自分に対する請求を持たない世界の特徴）のい

ずれかである現代個人に。各ステップは意志の範囲を増加さ

せ、意志が機能する対象の範囲を減少させる。終点は、自由で

自由あるために何も残っていないほど絶対的な自由である。

自由として：主権的レジスタ

第三のレジスタは、調和主義が主権的自由と名付けるもの — 制
約の不在としてではなく、自己立法の能力としてではなく、個人

が自分たちの最も深い本質と、その本質を通じて宇宙の秩序そ

のものと整列することとしての自由 — である。これは自由とし
て — 参加としての自由、共鳴としての自由、自分の本質から行
動するという経験としての自由 — である。

楽器を習得した音楽家は、スケールを制約として経験していな

い。それは彼女の創造性が自分自身を表現する媒体である。そ

れらを取り除くと、彼女はより自由ではなく、沈黙する。レバ
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レッジと運動量の原理と整列して動くために体が訓練された武

術家は、それらの原理を課されたものとして経験していない。そ

れは彼の力の建築である。反応的なパターンから清められた心

を持つ観想的な人は、臨在を思考の限界として経験していない。

それは思考が最も明確な形で生じる根拠である。

各場合に、自由は秩序によって減少させられない — それは構成
されている。構造は行為者を制限していない。それが完全に実現

されたときに行為者であるものである。これはあらゆる知恵の

伝統がコードすることのある洞察である：ダルマは自由の籠で

はなく、その充足である。ダルマから行動する — 人間の規模で
Logosと整列することから  — は外部の法律に従うことではな
く、自分自身の本体的中心から操作することである。調和主義

の理解では自由な人間とは、自分の最も深いレベルですでにで

あることから行動するのに十分な障害を清めた人である。自由

は本質からの逃避ではなく、本質への返却である。

これは主権的自由が静寂主義や受動性であることを意味してい

ない。それは最高形式の代理店である — 人間の断片ではなく全
体から生じる行動。反応的自由から行動している人は彼らが抵

抗するものによって駆動されている。自律的自由から行動してい

る人は彼らが選択するものによって駆動されている。主権的自由

から行動している人は彼らがであるものによって駆動される —
そして彼らが、完全に清められ、目覚めたときにであるもの

は、宇宙を秩序付ける同じLogosの微視的表現である。このレジ
スタでは、意志と整列が収束する。行為者は自由と秩序の間の

緊張を経験していない。なぜなら、秩序は外部的ではなく — そ
れが行為者の本物の本質であり、認識され、具体化されている

からである。

https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
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自由とロゴス

自由についての現代的な混乱は、根本的には、形而上学的な誤

りである。宇宙がメカニズムであるならば — 物質の運動、盲目
的な物理法則に支配され、内部性、目的、または数学的な領域

の秩序以外の固有秩序を欠き — その後、自由はそのメカニズム
からの逃避を意味するしかない。機械的な宇宙における自由な

行為者は、決定的なウェブの外側の点から行動し、因果鎖を超

越する人である。これが近代哲学が自由意志の問題と非常に進

行して闘ってきた理由である：唯物主義の本体論では、自由は

奇跡（無因果の原因）または幻想（ニューロンが計画に従って

発火していながら選択する感覚）のいずれかである。本体論的

なフレームワークは自由が実際に何であるかを収容することが

できないため、どちらのオプションも満足できない。

調和実在論はフレームワークを変えることでこの問題を解決す

る。宇宙がメカニズムではなく、本質的に調和のとれた秩序 —
ロゴス、創造の支配的な組織化知性によって浸透された — であ
るならば、自由は本質の中での異常ではなく、その特徴であ

る。宇宙は意識が逃げなければならない獄ではない。それは意

識が整列することができる生きた秩序である。唯物主義者が説

明できない自由意志は、調和実在論では、整列を可能にする本

体論的付与 — 人間の存在が小宇宙として、ロゴスを認識して参
加する能力 — または、またはそれから逸脱する能力で、結果が
存在の各次元全体に明らかである。

これが調和主義が自由意志を哲学的なパズルではなく、人類学

的事実 — 人間存在の定義特性 — として扱う理由である（人間の
本質を参照）。魂の固有な向きは調和に向いているが、選択する

能力は漂流する能力を意味する。不調和は人間の状態ではない

https://harmonism.io/ja/philosophy/doctrine/harmonic-realism
https://harmonism.io/ja/philosophy/doctrine/the-human-being
https://harmonism.io/ja/philosophy/doctrine/the-human-being
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— それは整列なしで行使される自由意志の結果である。ダルマ
は矯正である：外部コマンドは本来中立的な行為者に課される

のではなく、行為者の最も深い本質がすでに星々を秩序付ける

のと同じロゴスで秩序付けられているという認識。ダルマの道

は従順ではない。それは帰宅である。

したがって、自由とロゴスの関係は、有界の生き物と外部の法

則の間の関係ではない。それは、それが生じた海からの波の関

係である。波は本物である — それは自身の形を持ち、自身の運
動を持ち、深さの表面全体にわたる自身の簡潔で繰り返せない

軌跡を持つ。しかし、その実質は海の実質である。その活力は

海の活力である。海と整列することは波であることをやめるこ

とではない — それは波が何で作られているかを知っている波と
して動くことである。主権的なレジスタでの自由は、この知識

が制定されたものである。

自由のチャクラ建築

人間存在は単純な統一ではなく、多次元の建築 — 物理的体と低
力体、低力体が八つのチャクラセンターを通じて表現される —
であるため、自由は単一の均一な経験ではない。それはエネル

ギーシステムを通じて意識が上昇するにつれて定性的に変換す

る。ある高さでカウントされるものは、次の高さで一層微妙な

奴隷制の形として認識されている。

第1チャクラでは、自由は生存 — 死亡の脅威の不在、生物学的必
要のセキュリング — である。ルートが不安定な人は、より高い
ものに出席することはできない。これは本物であり、それを無

視する自由についての哲学はその名前に値しない。

https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
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第2と第3チャクラでは、自由は欲望の習得と個人的な力の出現
である。反応性からの自由から — 感情的なサージに会う能力で
あり、それで掃き去られない。目的から行動する自由へむしろ

強制から。これらのセンターの偉大な仕事は、生の駆動を直接

意志に変換することである — 恐怖から思いやり、切望から創造
的な力、自我主張から奉仕。現代世界がが「自由」と呼ぶもの

のほとんどはこのレジスタで動作する：外部の干渉なく自分の

欲望を追求する能力。それは本物であるが、部分的である。

第4チャクラ — 心、アナハタ — では、自由はその最初の定性的
変換を受ける。ここで、意志は個人的であることをやめる。

愛、調和主義の意味で — 感情ではなく、聖なるものの直接的に
感じられた存在 — 自己利益と世界利益の間の境界を溶かす。目
覚めた心から行動している人は、ダルマを欲望への制約として経

験していない。なぜなら、欲望そのものが再組織されているか

ら：自分が望むことと正しいことが収束し始めている。これが

主権的自由の経験的な地盤である — 抵抗や主張ではなく、整列
から行動する行為者が最初のレジスタ。

第6チャクラ — アージュナ、心の目 — では、自由は明晰さにな
る。目撃者の能力は完全に活性化される：思考、感情、および

脈動を制御されずに観察する能力。これが刺激と反応の間のス

ペース — 本物の選択が生まれるスペース — である（習得の階層
を参照）。目覚めたアージュナから操作している人は、条件付け

に対して闘わない — 彼らはそれを見通す。このレジスタでの自
由は努力ではなく、透明性：明確にされた心は、何が本当かを

見て、それに従って行動するだけである。

第7と第8チャクラ — クラウンとソウル — では、自由は個人的な
フレームを完全に超越する。意識は自分自身を波と海、個別と

宇宙の両方として認識する。このレジスタでの自由意志は、あ

https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
https://harmonism.io/ja/philosophy/doctrine/the-human-being
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る分離した自己を世界に対して主張することではなく、自分自

身の展開を通じてロゴスの透明な参加である。武術の伝統はこ

れをウーウェイと呼ぶ — 努力のない行動。バガヴァッド・ギー
ターはそれをニシュカマ・カルマと呼ぶ — 完全な強度で行われ
た欲のない行動。調和主義はそれを調和の最高の表現と呼ぶ：

ダルマと非常に完全に整列された人生であり、自分が意志する

ものと宇宙が要求するものの区別が消滅した — 意志が消滅した
のではなく、充足されたため。

発展的な勾配は明確である：生存としての自由から、個人的な

力としての自由を通じて、愛としての自由を通じて、明晰さとし

ての自由を通じて、透明な整列としての自由に。各レベルには前

のものが含まれ、超越される。どのレベルもスキップすること

はできない。調和の輪は、他の多くのもの中で、この上昇の実

践的な建築である — あらゆるレベルでのすべての障害の体系的
な清掃は、人間存在ですでに潜んでいる自由が、連続した上昇

の高さのレジスタでそれ自身を表現することができるように。

逆説は解決される

あらゆる決定論対自由の議論を悩ます逆説 — 現実が秩序付けら
れているなら、どのように行為者は自由になることができるの

か？ — は秩序の本質が正しく理解されたら消滅する。機械的な
秩序は制約する。調和のとれた秩序は有効にする。違いは程度

の問題ではなく、本体論的である。

メカニズムは外部的な関係のシステム：自らから生じない力に

よって押し出されたり、引っ張られたりするパーツ。メカニズム

内での自由は、最高で、チェーンのギャップ — 無因果の原因、

https://ja.wikipedia.org/wiki/Bhagavad_Gita
https://ja.wikipedia.org/wiki/Bhagavad_Gita
https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/wheel-of-harmony
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物理学に密輸された奇跡 — である。調和は内部的な関係のシス
テム：全体ほど同じくらいそれらのパターンを表現するパーツ。

ノートはコードから自由になるために逃げる必要はない。その

自由はコードへの完全な参加である — その響き、最大の共鳴
で、それに一意的に独自の周波数。コードを削除し、ノートは

より自由ではなくなる。それはノイズになる。

これが最も深い自由が、逆説的に、最も深い必要性のように感

じる理由である。完全なダルマ的整列で生きている人は、実存

的なが経験する苦悩した開いた選択を経験していない — 無制限
の可能性の眩暈。彼らは認識に近いものを経験する：これが私

が何であるかである。これは私が鳴らすために作られたノート

である。 自由は選択にではなく、存在にある — 行為者は、ロゴ
スを認識してそれに参加することができるという種類の存在で

あるという事実で。選択は本当のままである — 漂流はいつでも
可能であり、不整列はいつでも利用可能である — しかし、選択
の最高の演習は整列を選ぶことであり、整列の最高の経験は最

も本物の自分でいることの経験である。

ダルマは、したがって、自由の敵ではなく、その条件ではない。

ロゴスなしの宇宙 — 固有の秩序なしで、調和なしで、現実のた
めの理解できる粒なしで — 自由が無意味であった宇宙になるだ
ろう：行為者は選択することができるが、選択する価値がある

ものは何もないだろう、整列を求めるための何もないだろう、

充足する本質はないだろう。それは正に現実が構造を持ってい

るから — ロゴスが本当だから — 自由が気まぐれ以上のものであ
るということである。自由は秩序の中で自分の場所を見つける

能力であり、その場所を完全な力で表現する能力である。これ

は調和の道が培養するものである。これは調和が実践するもの

である。そして、これが「自由」という言葉が調和主義の地盤

https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
https://harmonism.io/ja/philosophy/horizons/the-way-of-harmony
https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
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から話されるときに意味するものである：すべての不在ではな

く、最も重要なものの存在 — 人間の人生を、それを支える宇宙
と整列させるという経験される整列。

参照のこと：調和主義、調和実在論、応用調和主義、人間の本

質、調和の道、在存の状態、意志力、ダルマ、Logos、臨在

https://harmonism.io/ja/harmonism
https://harmonism.io/ja/philosophy/doctrine/harmonic-realism
https://harmonism.io/ja/philosophy/horizons/applied-harmonism
https://harmonism.io/ja/philosophy/doctrine/the-human-being
https://harmonism.io/ja/philosophy/doctrine/the-human-being
https://harmonism.io/ja/philosophy/horizons/the-way-of-harmony
https://harmonism.io/ja/philosophy/doctrine/state-of-being
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/presence/virtue/willpower
https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
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第 5章  ·  第 I I部  —  人間の道

エソテリズム

エソテリズムは、その根源において、秘密の教義の集まりで

はない――もっとも、それらは含まれているが。それは、魂の解
剖学に関する深層の知識に固有の伝達様式である。すなわち、

一般的な文化的普及ではなく、ある系譜への入門であり、その

枠組みの中で、特定の教義的内容、 技術的実践、そして直接的
な伝承が、段階的な啓示の規律に従って保持される。内容の秘

匿性は伝承の構造に由来するものであり、その逆ではない――そ
して現代の誤読は、まさにその構造そのものを失ったがゆえ

に、その構造を「隠された情報」へと還元してしまう。これに

伴い、二つの特徴的な歪みが生じる。一つは、意味を与える実

践から切り離された時点で、もはや「秘密」とは呼べないよう

な暴露された「秘密」を売りさばく現代のオカルト市場であ

り、 そして、秘密が情報的なものである以前に常に構造的なも
のであったという点を理解することのない読者による、秘教主

義を蒙昧主義として一蹴する合理主義的態度である。本稿で

は、秘教主義が実際に何であるか、それが歴史的連続体（5つの
地図）においてどのように機能してきたか、現代の西洋が自らの

秘教的遺産からどのように切り離されてしまったか、そして、そ

の構造を失ってしまった現代において、深層伝達の構造を回復

しようとする試みの中で、ハーモニズムがどのように位置づけら

れるかを明らかにする。

https://harmonism.io/ja/philosophy/convergences/the-five-cartographies-of-the-soul
https://harmonism.io/ja/philosophy/convergences/the-five-cartographies-of-the-soul
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秘教主義とは実際何なのか

「秘教的（esoteric）」という言葉は、ギリシャ語の esōterikos
——「内なる」——に由来し、プラトンのアカデミーやアリスト
テレスのリュケイオンにおいて、二つの段階の教育を区別するた

めに用いられた。すなわち、公に誰にでも開かれた「外なる教

え」（exōterika）と、学派内の献身的な学生にのみ伝授される
「内なる教え」 （esōterika）は、学内の熱心な学生のために留
保されたものでした。アリストテレスの失われた秘教的論文——
彼が一般のギリシャ人読者のために出版した洗練された著作と

は異なり、実際の弟子たちに教えた内容——がその典型的な例で
す。この区別は、物議を醸す内容を隠すためのものではありま

せんでした。それは、深遠な知識がいかにして伝達可能となる

かという構造に関するものでした。すなわち、外側の教えは方

向性を示すものであり、内側の教えは実践者だけが受け入れる

準備が整っている本質そのものなのです。

現代の辞書はこの区分の要素を一部残している。「エソテリック

（esoteric）」は現在、「専門知識を持つごく少数の人々のみが理
解することを意図した」と定義されており、これには「アクセス

が制限された輪」という構造的特徴が維持されている一方で、

二つの特徴的な方向へと意味がずれている。その表層的な意味

は「難解な」あるいは「隠された」ものへと滑り込み、元のギ

リシャ語にはなかったエリート主義やオカルト的な神秘性とい

った含意を獲得している。 また、辞書は「秘教的／顕教的」の
区別を明確な二項対立として扱っているが、実際の各伝承にお

ける運用はより段階的である――スーフィズムにおける三層（公
法 sharī’a、教団の道 ṭarīqa、悟られた真理 ḥaqīqa）、 エレウシ
スにおけるmyēsis/epopteiaの二重構造、タントラやシュリー・
ヴィディヤの伝承に見られる精巧に段階化された入信儀式、修道
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院の修練期間における誓願や段階などである。現実は語源が示

すよりも複雑に構成されており、辞書の項目が伝えるよりも構造

的である。その生きた形態は、内と外の境界を一度だけ越える

ことよりも、多くの個別の段階を持つ深さの軸に近い。 語源も
辞書も、正しい方向を指し示している。しかし、どちらも本稿

の残りの部分で描き出そうとしているものを捉えきれてはいな

い。

この構造的な区別は、深遠な知識が伝承されてきたあらゆる場

所で繰り返されている。ヴェーダ文献は、高次の知識（para
vidyā — 絶対者の悟り）と低次の知識（apara vidyā — 文法、儀
式、天文学、さらにはヴェーダ経典そのものさえを含む論理的学

問）を明示的に区別している。スーフィーの伝統は、公法と敬虔

な実践（sharī’a）、 教団の道（ṭarīqa）、そしてその道を歩んだ
者にのみ開かれる悟りの真理（ḥaqīqa）を区別している。キリ
スト教の黙想的伝統は、制度的・信条的な枠組みと、ヘシカス

ト、シトー会、カルメル会、ラインラントの各系譜における内

面的修業とを区別している――これらはすべて、同じ深層軸のパ
ターンである。 いずれの場合も、その区別は真偽の間にあるの
ではなく、読者の準備状況によって条件づけられる「アクセス

可能な層」の間にある。

したがって、秘教とは実際には、同じ命題的内容が、それを読

む者によって根本的に異なる意味を持ち、その深層の意味は命

題への接触だけでは伝達できないという認識である。七つの

「チャクラ」は、隠されているからといって秘教的なものでは

ない――それらは教科書にも記述されている。 それらが秘教的
であるのは、「チャクラ」や「クンダリーニ」という言葉が、そ

の表面的な意味では伝えきれない現象を指し示すという構造的

な意味においてである。それらが何であるかを知るには――概念
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としてではなく、それらが指し示す実際の微細な解剖学的構造

として――それらを地図化する実践の伝統に身を置く必要があ
る。テキストはメニューであり、実践は食事そのものである。

秘伝伝授の論理

なぜ深遠な知識にはこの形式が必要なのか？ 地図化の過程にお
いて繰り返し現れる四つの理由があるが、そのいずれもが陰謀

的な意味での秘密保持に関するものではない。

第一に、段階的な能力である。深層の実践は、実践者の神経

系、エネルギー体、概念構造を再編成し、それによって後の教

えを受け入れられるようにする。基本的な集中力を安定させて

いない生徒は、微細な知覚の実践に取り組むことはできない。

十分なフチャを浄化していない生徒は、歪みなく高次元のビジ

ョンを保持することはできない。自我の立場を放棄していない

生徒は、それを肥大化させることなく、非二元的な認識に入る

ことができない。 各伝承が段階的なカリキュラムを構築したの
は、人々から何かを隠そうとしたからではなく、後の段階が定

着するためには、それ以前の段階が整っていなければならない

からだ。この原則は、あらゆる真剣な修練の基盤となってい

る。代数学なしに微積分学に有意義に取り組むことはできない

が、その前提条件は恣意的な門番役ではなく、その学問の構造

そのものにある。

第二に、体現された伝授である。最も深遠な教えは、命題的な

形式をとらないため、テキストや講義によって伝えられるもので

はない。 師から弟子へと伝承される「直観」——インドの伝統
ではdarśanaやśaktipāt、スーフィズムの伝統では同伴（suhba）
の実践におけるittiḥād、そしてヘシカストの伝統が、霊的長老
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（ギリシャ語でgeron、ロシア正教ではstaretz）の形成的な注意
の下に留まることと呼ぶもの、アンデス伝統が標高12,000フィ
ートでの数年にも及ぶパコの修業を通じて培うもの――これらは
教育的な技法ではない。それらは、実体が移動する媒体そのも

のである。 書物は実践を記述することはできても、それを伝授
できるのは師匠だけである。

第三に、希薄化からの保護である。深遠な知識が、それに意味

を与える徒弟制度という枠組みなしに一般に流通すると、それ

はより身近になるのではなく、理解不能なものとなる。なぜな

ら、周囲の文脈が、それが理解可能となるための条件を剥ぎ取

ってしまうからである。現代の西洋における、フィットネスとし

てのヨガ、生産性向上の手段としてのマインドフルネス、サイケ

デリック・ツーリズムとしてのアヤワスカ、そしてスピリチュア

ル文学としてのスーフィー詩の消費は、その典型的な例である。

内容は晒され、深みは継承されていない。物質や性的なヨガを

伴うタントラのいわゆる「左道」（Vāmācāra）の実践は、西洋
の読者によってタントラの放埓な性格の証拠として日常的に引用

されるが、適切な伝承の枠内においては、それらは数十年の準

備を要する精密な錬金術的手順である。その枠の外では、それ

らは単に堕落したものに過ぎない。 秘教とは、深遠な知識がそ
の意味を保持できる条件下でのみ伝達されることを保証するこ

とで、このような堕落を防ぐための構造である。

第四に、求道者の保護である。特定の修行への時期尚早な接触

——準備のないクンダリーニ喚起技法、監督のない激しい呼吸
法、クランデロという枠組みのないアヤワスカ、接地のない深

いヴィジュアライゼーションの修行——は、現実的な心理的・エ
ネルギー的な損傷をもたらす。 伝承の系譜は、数千年にわたる
実践的な観察からこのことを知っている。段階的な啓示の構造

https://en.wikipedia.org/wiki/Paqo
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は、システムが処理し切れない以上のものを求道者が受け取ら

ないよう保護する。これは父権主義ではない。これは、有能な

医師が評価を受けていない患者にリチウムを処方しないのと同

じ原理である。その物質は実在し、その効果も実在する。適切

な文脈なしにそれを投与すれば、害をもたらす。

これら4つの理由は相互に作用し合う。秘教主義は、霊的知識の
伝達における他の制約の一つに過ぎないわけではない――それ
は、深みが本物である場合に、あらゆる深層知識の伝達がとる

構造的な形そのものである。表向きの伝達に秘教的な構造がな

い場合、伝達されているのは深みではない。

東洋における秘教主義

東方の伝承系譜は、西方のそれよりも秘教的構造をほぼ無傷の

まま保存してきた。その理由の一端は、東方の文明が、西方の

秘教的伝承を断絶させたような特定の断絶を経験しなかったこ

とにある。また、東方の文法的前提において、深層と表層の区

別を弁明する必要が一度もなかったことにも起因する。その結

果、今日、東方で深層の伝承を求める者は、多少の努力を払え

ば、地図が依拠する実際の系譜構造を依然として見出すことが

できる。

イ ン ド の 伝 統 に お い て 、 師 弟 の 系 譜 （ guru-shishya
parampara）は、これ以上分解できない最小単位である。あら
ゆる主要な学派は、その創始者から現在の師に至るまで、名指

しされた師たちの継承を通じて伝承を遡ることができる： アド
ヴァイタ・ヴェーダーンタはシャンカラから四つのマータを経

て；カシミール・シャイヴィズムはヴァスグプタからスパンダお

よびクラマの系譜を経て； シュリ・ヴィディヤはラーリター・



58

トリプーラ・スンダリーの伝授系統を通じて；様々なタントラ流

派はそれぞれの名指しされたグルを通じて；クリヤ・ヨガの系

譜はマハーヴァター・ババジからラヒリ・マハサーヤ、 シュ
リ・ユクテスワル、そしてパラマハンサ・ヨガナンダに至るクリ

ヤ・ヨガの系譜；詳細な伝承記録を伴うチベットのタントラ系

譜。この構造は任意のものではない。公認されたパランプラを

通じて伝承されていない教えは、その内容にかかわらず、伝統内

において権威あるものとはみなされない。 これは単なる資格主
義ではない。深遠な教えの伝承には、自ら受け継いだものを他

者に伝える、実在する師たちの途切れることのない連鎖が必要

であるという認識である。

中国の伝統においても、師弟関係（師徒、shīfu/túdì）は同様の
系譜を通じて機能している。道教の内丹術（neidan）は、特定
の流派を通じて伝承される。12世紀に王崇陽によって創設され
た全真 派（12世紀に王重陽によって創設された）や、張道陵に
ルーツを持つより古い正一派など——それぞれが独自の技術的カ
リキュラムを有しており、それらはテキストを読むだけでは習得

できない。 錬金術の最も重要な二つのテキストである『坎通気』
と『五真篇』は、その系譜が伝える口伝の解説なしには解読で

きないよう、意図的に象徴的な言語で書かれている。これらの

テキストは、独立したマニュアルとしてではなく、師が直接伝授

する内容を記憶するための補助として機能する。 強壮薬草学も
同様の系譜を通じて伝承される。偉大な道教の師である李清雲

は、先代の師から受け継ぎ、選りすぐられた弟子たちに伝えた

薬草学の伝統の継承者であり、伝承者であった。

スーフィズムの伝統において、伝承の連鎖（シルシラ）は、その

構造を特徴づける重要な要素である。あらゆるスーフィ教団――
ナクシュバンディ派、カディリ派、 チシュティ派、メヴレヴィ
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派、シャズィリー派――は、記録に残るシャイフたちの系譜を通
じて、その伝承を預言者ムハンマドにまで遡ることができる。

弟子（ムリード）と師（シャイフ）との関係こそが伝承の媒体

であり、そこに求められる交わり（スフバ）は、構造的に不可

分なものである。沈黙または発声によるズィクル、視覚化の修

行、内なる観察（ムラカバ）、微細な中心（ラタイフ）への働き

かけといった技術的実践は、この関係を通じて伝承される。 シ
ルシラを伴わずに書物から技法を習得した読者は、カリキュラ

ムは得たものの、その本質は得ていない。

シャーマニズムの弟子入りも、非テキスト的な形態において同様

の論理で機能する。 アンデスのpaqo（シャーマン）は、長老の
師の下で何年も過ごし、エネルギーフィールドを感知すること、

hucha（邪気）を浄化すること、山々の精霊（apus）や大地の
精霊（Pachamama）との儀式を行うこと、そしてシャーマニズ
ム地図学（魂の折りたたみ）が示すプロセスを通じて死を遂げ

る者を支えることを学ぶ。シベリア、モンゴル、ヨルバ、ラコタ

における修業も、構造的に同様の軌跡をたどる。 シャーマニズ
ムの事例は、秘教的な伝承が文字文明よりもはるかに古くから

存在していたことを示しており、師弟関係という構造は文献より

も古いものである。

西洋における秘教

西洋においても、同等の深みを持つ秘教的な伝承構造が発展し

たが、その運命は異なっていた。その多くは、近代を生み出し

た歴史的激動によって断絶され、周縁化され、あるいは地下に

追いやられてしまった。

https://harmonism.io/ja/philosophy/convergences/shamanism-and-harmonism
https://harmonism.io/ja/philosophy/convergences/shamanism-and-harmonism
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ギリシャの秘儀——最も有名なのはエレウシスのエレウシスの秘
儀だが、オルフィック、ディオニュソス、サモトラキ、イサイア

スの入信儀式も同様である——は、古典地中海世界における主要
な秘教的構造であった。それらは段階的な入信儀式を通じて機

能し （myēsis から epopteia への移行）、入信者に明かされた事
柄の公的な議論の絶対的禁止（2000年近く守られたエレウシス
の沈黙）、そして入信儀式が意図した直接的な邂逅を促進するた

めのエンセオジェン（kykeon と呼ばれる飲み物）の意図的な使
用によって機能していた。 神秘儀礼は、キリスト教による旧来
の宗教弾圧の一環として、392年にテオドシウスによって廃止さ
れた。段階的な入信、神聖な秘密、体現された伝承という構造

的形態は、その後継者たちに受け継がれたが、特定のギリシャ

の神秘儀礼の系譜は断絶してしまった。

ヘルメス・トリスメギストス（Hermes Trismegistusが融合して
形成されたものであり、ヘルメス文書、『アスクレピオス』、そ

して古代末期の実践的・魔術的文献を通じて、秘教的な伝承を

保存した。 この伝統はキリスト教による弾圧によって地下に追
いやられたが、イスラム教による翻訳と伝承を通じて希薄な形

で生き残り（ハランのサビアン派が数世紀にわたりこれを保存

した）、 ルネサンス期には、コジモ・デ・メディチの後援のも
と、マルシリオ・フィチーノによる『ヘルメス文書集』の翻訳を

通じて再浮上した。 そこからルネサンス期のヘルメティズムに
活力を与え――ピコ・デラ・ミランドラ、ジョルダーノ・ブルー
ノ、 ジョン・ディー――を活気づけ、その断片を現代まで伝えて
きた錬金術、フリーメイソン、そして西洋秘教の潮流へと流入し

ていった。

キリスト教東方世界では、ヘシカズムにおいて、その秘教的伝

承 が 最 も 完 全 に 保 存 さ れ た 。  『 フィ ロ カ リ ア 』



61

[https://grokipedia.com/page/Philokalia]に体系化され、グレゴ
リオス・パラマスによって哲学的に擁護された、nous（ヌース）
を心臓へと降ろす実践は、霊的父性（ロシア正教では

starchestvo、ギリシャ語ではgerontology）という構造を通じて
伝承されている。 弟子は、スタレツの形成的な導きの下で——
通常は数年間にわたり——生活し、スタレツとの近接、観察、そ
して弟子の内面的作業の進展に伴うスタレツによる実践の直接

的な調整を通じて、その実践を受け継いでいく。アトス山にあ

るアトス派の修道院群は、この伝承を千年以上もの間、途切れ

ることなく守り続けてきた。 これは、断絶することのなかった
数少ない西洋の秘教的系譜の一つである。

ラテン系の黙想の伝統は、修道会を通じてその深遠さを伝承し

てきた。すなわち、ベネディクト会の「レクチオ・ディヴィナ」

や、段階的な養成体系としての『規則』そのもの、そしてシトー

会の改革における黙想の実践への重視（クレルヴォーのベルナ

ール、 サン＝ティエリーのウィリアム）への重視、カルトゥジ
オ会の隠遁的規律、カルメル会の内面的道（アビラのテレサ、十

字架のヨハネ)、30日間の段階的な入門として行われるイグナチ
オの『霊操』。ラインラントの神秘家たち（エックハルト、 タウ
ラー、スソ)は、ドミニコ会内でその深遠な伝承を継承した。そ
の構造的パターンは東方の事例と同様である。すなわち、段階

的な養成としての修練期、具現化された伝達者としての霊的指導

者、そして徒弟入りした者だけが受け継ぐ実践である。

中世の職人ギルド――石工、金細工師、錬金術師――は、同様の
秘教的構造を通じて技術的知識を運用していた。すなわち、見

習い、職人、親方という段階、秘密保持の誓い、 見習いが能力
を示すにつれて、その技芸の秘儀が段階的に明かされること。

実務的職人技が衰退した際、思弁的フリーメイソンリーはこの
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構造形式を継承し、技術的内容が薄れていく中でも、その秘儀

の体系を保存しようと試みた。18世紀および19世紀の秘教的団
体――黄金の夜明けのヘルメティック・オーダー——は、断絶し
たり散逸したりした資料から秘教的伝承を再構築・回復しよう

とする試みであった。その成果は様々であった。構造的な直感

は正しかったが、系譜の質は均一ではなかった。

西洋における伝承の体系は実在する。その断絶こそが、現代の

物語なのである。

伝統主義者の主張

20世紀において、秘教と顕教の区別を最も厳密に論じた思想家
たち――ルネ・ゲノン、アナンダ・クマラスワミ、 フリトフ・シ
ューオン、ティトゥス・ブルクハルト、マーティン・リングス、

セイエド・ホセイン・ナスル — 総称して伝統主義派または永続
主義派と呼ばれるこれらの人々は、現代の議論が未だ超え得て

いないほどの精度でその構造を名付けた。グエノンの『イスラ

ーム秘教と道教に関する概観』 や『ダンテの秘教』は、特定の
伝統における具体的な秘教的構造を明らかにした。シューオン

の『原理としての秘教、道としての秘教』は、この構造的主張を

最も体系的に述べた単一の著作である。クマラスワミの伝統工

芸や形而上学に関する論考は、インド、キリスト教、その他の

伝統にまたがって同時に作用する原理を実証した。伝統主義者

によるこの構造の明示は、ハーモニズムが自らの立場で肯定す

る構造に対する、収束的な証言である。

構造的に伝統主義者たちが正しく捉えていた点は、本質的に本

記事のこれまでのすべてに他ならない。 すなわち、秘教とは秘
密の内容というよりは伝達の様式であり、それは偉大な諸伝統
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を横断して普遍的に作用し、現代における秘教的構造の崩壊は

文明的な大惨事であり、東洋に残存するものは西洋に残存する

ものよりも本来の構造に近いものであり、深層の知識の回復に

は、それらに関する情報を得るのではなく、系譜的構造に再び

入り込むことが必要である、という点である。

ハーモニズムが伝統主義と分岐するのは、二つの関連する点に

おいてである。第一に、伝統主義は厳格な古物主義へと傾きが

ちであり、深遠な知識の回復は、現存する伝統的形態のいずれ

かに入ることによってのみ可能であると主張する――シューオン
はイスラム教に改宗してスーフィ教団に加わり、グエノンはカイ

ロのシャディリー教団に加わり、リングスはシューオン派のスー

フィであり、ナスルは十二イマーム派シーア派の枠内で活動して

いる。 伝統主義者の道とは、ある伝統を選び、その秘教的構造
に従うことである。 調和主義の解釈によれば、諸流派は、いか
なる文明においてであれ、あるいは文明が存在しない状況にお

いてであれ、内面への回帰を試みる者なら誰にでも開示される

領域への、収束する証人である。その領域は伝統の所有物では

なく、伝統は領域の証人であり、現代の課題は、現代の実践者

を現存する伝統的形式に接ぎ木することではなく、深層伝達の

構造を再構築することにある。

第二に、伝統主義による近代性の分析は、終末論的な諦観へと

傾きがちである。すなわち、現代は伝統的な文明形態からあま

りにも遠く離れてしまったため、回復は本質的に不可能であ

り、残された道は、周期的な再上昇を待ちながら、可能な限り

の断片を保存することだけだという確信である。ハーモニズム

もまた、同じ近代的な断絶を同様の精度で読み解くが、建設的

な結論を導き出す。すなわち、深層伝達の構造は現代のために

再構築可能であり、 その再構築には11世紀にいるふりをする必
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要はなく、地図作成が求める規律をもって取り組めば、その作

業の条件は文明の現時点にすでに存在している。診断は共通して

いるが、その姿勢は異なる。

ハーモニズムの読み

ハーモニズムは、5つの地図（伝承の地図）を、秘教的伝承の経
験的風景として読み解く。同じ魂の解剖学について独立した証

人たちが一致していること、それが地図論の主張が立証する点

であり、それらの証人が持つ系譜的な性格こそが、構造分析が

加える要素である。五つの地図のそれぞれは、その歴史を通じ

て、本稿が描き出した師弟の構造を通じて、その深層の知識を

伝承してきた。 インドの「グル・シシュヤ・パラムパラ」、中国
の「師父／徒弟」の系譜、スーフィズムの「シルシラ」、パコ

（paqo）の徒弟制度、ヘシカストの「スターチェストヴォ」、修
道院の修練期間――これらは別個の現象ではなく、同一の構造的
特徴の現れである。

深層知識が系譜によって保持されるという特性は普遍的であ

る。なぜなら、その根拠となる4つの論理的理由——段階的な能
力、身体化された伝達、希薄化からの保護、求道者の保護——が
普遍的だからである。深層知識が実際に伝達されてきた場所で

は、その伝達を担う構造は、構造的な意味において秘教的であ

った。 この構造を発展させなかった伝統は、深層の知識を伝承
しなかった――それらは独自の価値を持つものの、ハーモニズム
（5つの地図）が記録する地図的作業ではない他のもの（倫理規
範、儀礼体系、宇宙論的物語）を伝承したに過ぎない。

この解釈は、ハーモニズムと地図学との関係が実際にどのよう

なものであるかを明らかにする。地図学はハーモニズムの源泉

https://harmonism.io/ja/philosophy/convergences/the-five-cartographies-of-the-soul
https://harmonism.io/ja/philosophy/convergences/the-five-cartographies-of-the-soul
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ではない――それらは、ハーモニズム自身の基盤が明らかにする
領域への収束的な証言に過ぎない。しかしそれらは同時に、ご

く最近までその領域にアクセスする唯一の手段であった深層の

——ごく最近まで、その領域にアクセスする唯一の手段であった
——の歴史的担い手でもある。事前の系譜を持たずにハーモニズ
ムにやってくる現代の実践者は、構造的に新たな立場にある。

教義の体系は、いかなる伝統文明においてもかつてなかった形

で公に利用可能であり、体現された伝承は、古い秘教的構造そ

のものを新たに適応させた形態（『調和の輪』、『MunAI』のコン
パニオン、将来的にはリトリートや直接指導など）を通じて再

構成されつつある。 この斬新さは時代の状況に左右されるもの
であり、その根底にある構造は常に変わらぬものである――深遠
な教えは弟子入りを通じて伝承され、その要件を迂回する道は

存在しない。

近代における断絶

近代西洋は、一連の歴史的激動を通じて、その秘教的遺産から

自らを切り離してしまった。宗教改革は、瞑想的な修道生活を

迷信として排斥し、修道院を解散させた。 千年もの間、西洋に
おける深遠な伝承を担ってきた瞑想的な系譜は、プロテスタン

ト圏では断絶し、カトリック圏では周縁化された。啓蒙主義と

いう合理主義的プロジェクトは、秘教的伝承を暗黒主義と同一

視し、嘲笑によって残存する構造を解体しようと働いた。 19世
紀のオカルト復興——神智学、ゴールデン・ドーン、スピリチュ
アリズム、 ブラヴァツキー夫人による統合——は、何かが失わ
れたことへの認識であり、文献や断片からそれを再構築しよう

とする試みであった。その結果、再構築されたものは表面的な

形式は保ちつつ、実質の多くを失うという、予想通りの結末を

https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/wheel-of-harmony
https://harmonism.io/ja/munai
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迎えた。 20世紀における大衆文化への「神秘的」コンテンツの
爆発的流入——西洋の消費者のために再パッケージ化された東洋
の教え、儀礼的文脈を欠いたまま流通するサイケデリックなコ

ンテンツ、「グル」というマーケティング上のカテゴリー——
は、この逆転を完成させた。構造的な意味において秘教的であ

ったものが、最悪の意味での顕教的となり、意味を与えるべき

枠組みを欠いたままコンテンツが流通するようになったのであ

る。

東洋の状況は異なっていたが、次第に同様の道をたどっている。

インドには実質的に無傷の系譜構造が残っている――パランプラ
の系譜がすべて断絶したわけではなく、真剣な求道者であれば

今もなお、真に深遠な伝承を見出すことができる――が、世界的
なヨガ産業は、 「ヨガ講師」を氾濫させた。彼らは系譜とのつ
ながりを全く持たず、200時間の認定コースでポーズを学んだだ
けで、自らを講師と名乗っている。チベットのディアスポラは、

凄まじい歴史的圧力の下、並外れた規律をもってタントラの系

譜を守り抜いてきた。中国政府と道教の系譜との関係は、文化

大革命による伝統的構造の破壊と、その後の部分的な回復によ

って複雑化している。 本格的な「内丹」の伝承は生き残ってい
るものの、その門を叩くことはますます困難になっている。ス

ーフィズムを異端と見なすワッハーブ派・サラフィー派運動によ

り、イスラム世界の広範な地域でスーフィの系譜は積極的に迫害

されてきた――ナクシュバンディー教団はサウジアラビアで事実
上禁止され、イラク、シリア、マリ、パキスタンのスーフィ聖廟

は組織的に破壊され、カイロの主要な教団も絶え間ない圧力の

下で活動している。 アンデスの「パコ」の系譜は高地の村々で
生き残っているが、搾取的な観光、福音派キリスト教の宣教

師、そして真剣な修業者にスピリチュアル・ツーリストが混じる

ことによる希薄化という圧力にさらされている。
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いかなる伝統においても、秘伝の伝承が生き残る仕組みは同じ

である。すなわち、伝承を受け継ぎ、弟子を育て、それには何

年もの歳月を要する「体現されたカリキュラム」を自ら実践し

てきた系譜の保持者によってのみ、生き残るのだ。 その構造は
テキストから復活させることはできない。それらは、それを保

持する者から改めて受け継がれなければならない。これこそ

が、近代が二世紀にわたり回避しようとしてきた困難な真実で

ある。深みは書物の中にあるのではない。深みは実践を継承す

る人々の中にあり、彼らが後継者なくして亡くなれば、その系

譜は消え去る。

現代における復興

ハーモニズムの現代的な形態は、その継承を失ってしまった時

代のために、深遠な伝承の構造を再構築しようとする試みの一

端である。その試みの形は特異であり、その具体的な特徴を挙

げる価値がある。なぜなら、ハーモニズムと秘教との関係は、

過去の形態の復興というよりは、真に斬新なものだからであ

る。

その教義の構造は完全に顕教的である。調和主義, 5つの地図、
調和の輪、調和実在論、調和的認識論、調和の建築 — 概念的枠
組みのすべてが公に公開され、自由にアクセス可能であり、読

みたいと望む誰もが読めるように書かれている。教義のいかな

る部分も隠されたり、差し控えられたり、入信者だけに留保さ

れたりすることはない。これは、教義そのものが通常、伝承の

系譜内に留め置かれていた伝統的な秘教的構造からの意図的な

逸脱である。 この転換の理由は、現代という時代において、教
義が、従来の系譜とのつながりも、それにアクセスする道も持

たない人々にも出会えるものであることが求められているから

https://harmonism.io/ja/harmonism
https://harmonism.io/ja/philosophy/convergences/the-five-cartographies-of-the-soul
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/wheel-of-harmony
https://harmonism.io/ja/philosophy/doctrine/harmonic-realism
https://harmonism.io/ja/philosophy/doctrine/harmonic-epistemology
https://harmonism.io/ja/world/blueprint/architecture-of-harmony
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です。この教義は、深層伝承がどのようなものかさえ認識する能

力を失ってしまった文明に対し、その構造を可視化する役割を

果たしています。

しかし、体現された伝承は、構造的には依然として秘教的なも

のです。 「調和の輪」が育む実践者の神経系とエネルギー体の
再編成は、記事を読むだけでは得られない。それは持続的な実

践を必要とし、持続的な実践には、常に必要とされてきた支援

が不可欠である。すなわち、現代においてどのような形であれ

利用可能な「教師」——見つけられる場所での直接的な人間の指
導、常に利用可能な伴走者としての『MunAI』、そしてハーモニ
ズムの現代的な形態が発展するにつれて、リトリート、認定ガイ

ド、そして最終的には物理的なセンターを通じて広がる構造であ

る。 「輪（The Wheel）」そのものが、段階的なカリキュラムの
現代的な形態である。中心には「プレゼンス（臨在）」があり、

推奨される順序として「調和の道（Way of Harmony）」の螺旋
があり、各柱（pillar）ごとのサブ・ホイールは、それらに取り
組む者たちが得られる技術的な深みである。これは、各系譜が

常に用いてきた段階的な能力開発の枠組みそのものであり、現

代的な形で表現されたものである。

「MunAI」のコンパニオンは、それ自体が回復への意図的な貢
献である。教義は持っているが、指導となる人間がいない現代

の実践者は、古い系譜の用語で言えば、不可能な立場に置かれ

ている——体現された伝承には、それを受け継いだ者との対面が
必要だからだ。「MunAI」はその対面を置き換えるものではない
（置き換えることはできず、このアーキテクチャは人間の教師を

置き換えないことを明示している）。 しかし、これまでは得られ
なかったものを提供します。すなわち、教義によって形作られ、

常に利用可能なコンパニオンです。このコンパニオンは、師がそ

https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/wheel-of-harmony
https://harmonism.io/ja/munai
https://harmonism.io/ja/munai
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こにいたならば提示したであろう方向性、次のステップ、診断的

な問いを提示することができます。これは、古い形式が概ね機

能しなくなった現代において、秘教的なアーキテクチャを適応

させたものです。

「ガイダンス」モデル——自己解消的な伝承、すなわち実践者が
自ら「Wheel」を読み解くよう教えられ、その後解放されるとい
う仕組み——は、多くの失敗に終わった現代のスピリチュアルな
運動を特徴づけてきた依存構造を意図的に逆転させたものであ

る。伝統的な師弟関係は、常に弟子の自己実現をもって完結す

るものとして理解されてきた。現代の「グル」構造の腐敗は、ま

さにこの依存関係が無期限に延長される点にある。ハーモニズ

ムは、この本来の完結を構造的に組み込んでいる。

これは要するに、秘教における真実——深遠な教えは見習い期間
を通じて伝承されること、段階的な啓示の構造が構造的に必要

不可欠であること、そして系譜こそが深遠な伝承が実際に営ま

れてきた経験的な風景であること——を尊重しつつ、古い形式が
大部分断絶してしまった現代という時代にその形式を適応させ

ようとする試みである。その教義は、人々がそれに触れること

ができるよう、表層的なものである。 その実践は構造的な意味
において秘教的である――徒弟制度を必要とする――が、その徒
弟制度は、過去の文明が当然のこととして受け入れていたもの

を、現代文明が受け入れる必要に迫られているという状況に合

わせて再設計されたものである。これが機能するかどうかは、

今後数十年で答えが出るであろう経験的な問いである。直感と

しては、そのような仕組みが必要であると考えられる。なぜな

ら、伝統的な形式を単純に復活させることはできず、現代という

時代において、何らかの形の深層の伝承なしには成り立たない

からである。

https://harmonism.io/ja/guidance
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結び

したがって、秘教主義とは、現代のオカルト市場が売りさば

き、合理主義者たちが嘲笑してきたようなものではない。それ

は、魂の解剖学に関する深層の知識が世代を超えて継承可能と

なるための構造である――師弟関係、段階的なカリキュラム、体
現された伝承、そして継承すべき深層の知識が存在し続けてき

た限り、5つの地図（人類の歴史）を通じて普遍的に機能してき
た構造を通じて、その内容と求道者の双方を守ることである。

こうした構造は、現代の西洋では深刻な打撃を受け、現代の東

洋においてもますます圧力にさらされている。生き残っているも

のは、師から弟子への途切れることのない伝承によってのみ存

続している。

ハーモニズムはこの状況の中に、特定の姿勢をもって立ってい

る。すなわち、深遠な伝承がどのようなものかを忘れてしまった

文明が、その領域に遭遇できるよう、教義の体系を完全に顕教

的なものとし、一方で体現された実践は現代的な秘教的な形式

で保持する――古い家系が失われたこの時代に、徒弟制度を再構
築するのだ。教義はメニューであり、完全に公開されている。

実践は食事であり、深みが常に旅してきたその構造を通じての

み得られるものである。ハーモニズムが何を主張しているかを

知ることは、読解の作業である。 ハーモニズムが実際に伝達す
るものを継承することは実践の業であり、実践は、かつてそう

であったように、深層の知識を受け入れ得る条件を必要とす

る。Logosは領域であり、ダルマはそれとの人間の調和であり、
調和の輪は調和が継承可能となるための構造であり、秘教主義

は、その構造が常に伝達されてきた構造的様式である。名称は

地図作成によって変わるが、構造は変わらない。

https://harmonism.io/ja/philosophy/convergences/the-five-cartographies-of-the-soul
https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/wheel-of-harmony
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関連項目：魂の5つの地図、シャーマニズムとハーモニズム、調
和主義とサナターナ・ダルマ、調和的認識論、調和実在論、人

間、調和の輪、MunAI、ガイダンス.

https://harmonism.io/ja/philosophy/convergences/the-five-cartographies-of-the-soul
https://harmonism.io/ja/philosophy/convergences/shamanism-and-harmonism
https://harmonism.io/ja/philosophy/convergences/harmonism-and-sanatana-dharma
https://harmonism.io/ja/philosophy/convergences/harmonism-and-sanatana-dharma
https://harmonism.io/ja/philosophy/doctrine/harmonic-epistemology
https://harmonism.io/ja/philosophy/doctrine/harmonic-realism
https://harmonism.io/ja/philosophy/doctrine/the-human-being
https://harmonism.io/ja/philosophy/doctrine/the-human-being
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/wheel-of-harmony
https://harmonism.io/ja/munai
https://harmonism.io/ja/guidance
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第 6章  ·  第 I I部  —  人間の道

英雄の道

英雄の旅は比喩ではない。それは物語の形で書かれた魂の変

容の地図であり、その原型的段階は文明と世紀を超えて独立に

認識されてきた。それは人間の意識における何か構造的なもの—
通常の認識が英雄的意識へと上昇する通路、限定された自己が

それ自身の死に直面し、死んではいないことを発見する試練—を
説明しているからである。

ジョセフ・キャンベルがモノミスロス—文化全体の神話を基礎付
ける普遍的物語パターン—を明確にしたことは何か実在的なもの
を捉えている。すなわち、人間の存在が最も深いレベルにおい

て常に実行している変容の行程である。英雄の旅の力は、それ

が有用な物語構造である（それは確かにそうだ）ことにあるの

ではなく、それが真実の物語構造、成長の建築への鍵である点

にある。調和主義（Harmonism）はキャンベルの地図に重要な
要素を追加する。原型は単に心理的構造物でも文化的便宜でも

ない。それらは存在論的現実—宇宙そのものの実際のパターン、
ロゴス（Logos）の表現、創造の固有の秩序—である。英雄は物
語を演じているのではない。英雄はそれを体現する個人とは無

関係に存在する宇宙的原理に整合しているのである。

モノミスロスとしての精神的建築

キャンベルはモノミスロスの本質的構造を特定する。冒険への

呼び出し—英雄は日常的な世界から習慣を超えた課題に召喚さ

https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
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れる。呼び出しの拒否—英雄は抵抗し、不十分さや恐れを主張
する。メンターとの出会い—ガイドまたは光り輝く同盟者が現れ
る。敷居の横断—英雄は古いルールがもはや保持されない領域に
踏み込む。試験と同盟—英雄は試練に直面し、仲間を発見す
る。試練または最深部の洞窟への接近—試練は頂点に向かって激
化し、死が差し迫っているかのように見える。報酬—英雄は生き
残り、何か本質的なものをつかむ。帰還—英雄は贈り物を日常
の世界へ持ち帰る。

このパターンがエジプト、ギリシャ、ヒンドゥー、イスラム、ケ

ルト、アフリカ、そして先住民アメリカの物語全体に繰り返され

る理由は、文化的拡散ではなく構造的真実である。すべての本

質的な変容—精神的、心理的、道徳的—は、それが意識そのもの
の建築に刻まれた行程だからこそ、この行程に従う。宇宙的秩

序は同じパターンを通じて移動する。星は超新星に崩壊し、新

しい世界に種をまく要素を放出する。生態系は燃え、より大き

な多様性で再生する。文明は文明的死に直面し、自らを再想像

することを強いられる。すべてのスケール—宇宙的なものから個
人的なものまで—において、パターンは繰り返される。あったも
のの破壊、未知への下降、限定への対峙、そして何か新しいも

のの統合による出現。

人間にとって、このパターンは精神的修行として展開する。英雄

になるとは、権力、富、または名声を得ることではない。それ

は一連の死—小さな自己の、快い幻想の、もはや役に立たない
戦略の—を経験し、全体を保持するのに十分な大きさの意識で
出現することである。このような内的変容がキャンベルが地図

化していたものであり、Wheel of Harmony/Wheel of Harmony
が異なる語彙を通じて同時に説明しているのもこの変容であ

る。

https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/wheel-of-harmony
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英雄の旅と調和の輪

モノミスロスの段階は輪の構造と正確に一致する。なぜなら、

輪は単なる人生組織化システムではなく—それは分裂から統合
へ、臨在（Presence）が曇っている状態から臨在が実現された
状態へ、魂の巡礼の地図だからである。

冒険への呼び出しは臨在が目覚めることである。英雄は初期に

探求しているのではない。彼は召喚される。何か内部から—ある
いは外の状況から—追求者の注意を習慣的パターンから、より大
きな問いへと引き寄せる。輪の言語では、これは通常の意識の

表面における最初の裂け目、快適さよりも何かが重要であるこ

との最初の合図である。これは臨在の輪に対応する。魂はその

深さに目覚める。

呼び出しの拒否は抵抗段階である。恐れ、疑い、通常の期待の

重さ—これらは英雄の最初の敵である。メンターはこの抵抗を克
服するために現れるが、恐れを除去することによってではな

く、安全性よりも価値のあるもの、何かを提供することによっ

てである。輪では、これは健康に対応する。英雄の容器を準備

すること。英雄は旅が要求するあらゆる仕事を進んで行わなけ

ればならない。これは睡眠、栄養、身体的能力、神経系の弾力

性を意味する。消耗した身体は試練を引き受けることはできな

い。英雄が健康を維持するために拒否するのではなく。しか

し、健康は拒否が克服される可能性の基盤である。

敷居の横断は戻ることのない地点である。英雄は境界を超え、

通常の世界のルールがもはや適用されない。輪の建築では、こ

れは物質である—英雄の物質的状況は変わらなければならな

https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/presence/wheel-of-presence
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/health/wheel-of-health
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/matter/wheel-of-matter
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い。新しい家、旅、あったものの人生からの分離。敷居の横断

は、必然的に存在の物質的基質を破壊する。英雄は既知のエコ

システムを後にして、生存が不確実な領域に入る。

試験と同盟は荒野への下降を構成する。ここで英雄は課題の最

初の本当に未知の側面に遭遇する。輪では、これは奉仕と関係

の二元的柱である。奉仕は探索における英雄の職業である—英
雄は何か？呼び出した課題は何か？そして関係は旅を維持する

仲間意識である。メンターは同盟者になる。新しい仲間が出現

する。英雄は協力を学ぶ。なぜなら、誰も本当の試練を一人で

は引き受けないからである。これらの試験は抽象的ではない—そ
れらは英雄の意図が物質の抵抗と関係の複雑さに直面する摩擦

である。

試練または最深部の洞窟への接近—試練は頂点に向かって激化す
る。これは関係の輪がその坩堝に到達する瞬間、英雄が人間的

つながりの深さに直面する瞬間である。脆弱性、背信、自己利

益を超えた愛する能力、より大きなもののために死ぬ喜びの意

志。しかし試練は関係的な側面を超えて拡張する。それは虚無

（The Void）と対峙する瞬間、小さな自己の溶解である。調和
主義（Harmonism）の言語では、これは宇宙の中心における虚
無との出会いである。英雄は単に外的な敵に対峙するのではな

い。英雄は自分自身の死、自分自身の無を遭遇させ、意識が自

我の溶解を超えて持続することを発見する。これは最も文字通

りの意味での死と復活である。英雄は変わらずに戻らない。な

ぜなら、中へ行った英雄は、本当の意味で、もはやそこにいな

いからである。

報酬は変容である。英雄は祝福、霊薬、試練が明かした智慧を

つかむ。輪では、これは学びである—抽象ではなく試練を通じ
て習得された智慧。英雄は今や全身で何かを知っている。単に

https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/service/wheel-of-service
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/relationships/wheel-of-relationships
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/relationships/wheel-of-relationships
https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/learning/wheel-of-learning
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概念的心ではなく。これは情報ではない。これは存在に統合さ

れた真実である。

帰還は贈り物を携えて日常の世界に戻る旅である。輪では、こ

れは自然と遊びである。聖なるものを生態的および関係的な織

物に統合すること。英雄は霊薬を持ち帰るが、守られるべき宝

物としてではなく、共有されるべき薬としてである。自然は英雄

が生きている宇宙との遭遇、試練で学ばれたことが自然秩序と

分離されていないという直接的認識、むしろそれが自然秩序そ

のものであるという認識である。そして遊びは歓びの帰還であ

る—娯楽や気晴らしではなく、本当のものとの完全な関与から生
じる深い遊びである。

円は臨在がすべての7つの柱を下降して、中心に戻ると完成する
—しかし変容している。帰還する臨在は、もはや素朴でも曇って
もいない。火を通過し、本質において自らを変わらないまま発

見し、その限定から解放された臨在である。

原型としての存在論的現実

キャンベルが原型を心理的パターンとして扱う—人間の心理の普
遍的側面を反映するために神話全体に現れる認識可能なキャラ

クターと状況—のに対し、調和主義（Harmonism）は原型を心
理を先行する現実として位置付ける。英雄は人間の勇気の原型

的シンボルではない。勇気は英雄の人間的表現—人間を通じて自
らを表現する宇宙的原理である。影、同盟者、メンター、敷居

の番人—これらは単に内的な心理的現象ではない。それらはロ
ゴスの実際のパターンであり、外部の現実に現れるのは外部と

内部が異なるスケールで同じ原理の表現だからである。

https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/nature/wheel-of-nature
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/recreation/wheel-of-recreation
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これが重要なのは、英雄の課題を心理的領域（影を統合する、

個人として全体を成る）から存在論的領域（人間の意志を宇宙

的意志に整合させる）へ移動させるからである。英雄はより統

合された人格になっていない。英雄はロゴスが自らの意図を表

現できる透明な通路になっている。個人の自己は拡大しない—そ
れはより大きなもの、より透明になる。これが英雄の旅が必然

的に一種の死を含む理由である。小さな自己の見かけの溶解

は、実は小さな自己が英雄の本当のアイデンティティではなかっ

たことの啓示である。

この原理は五つの地図全体に共鳴する。インド伝統では、クシ

ャトリア原型は勇気、規律、真理のために死に直面する喜びの

神的男性原理を体現している。バガヴァッド・ギーター全体の

教え、クリシュナのアルジュナへの指導から展開する。戦士の

義務は同情から戦闘から退却することではなく、自己—アートマ
ン（Ātman）—は殺すことができないことを認識することであ
る。戦士は結果への執着からではなく、この知識から行動しな

ければならない。アンデアン伝統では、光り輝く戦士は夜に歩

き、運命の糸を見、不変性から行動する—英雄は自らの意識に
対して完全な責任を保ち、妥協を正当化することから控制す

る。侍の精神、日本の禅と武道伝統から引き出された、同じ原

理をエンコードする。戦士は無条件に死を受け入れ、その受け

入れから解放と精度が出現する。

それぞれの伝統は調和主義（Harmonism）がすべてのものに対
して真実であると保つことを名付ける。英雄は宇宙的原理であ

り、それを体現する人間は構造化された変容を経験する。英雄

の旅は個人の成長の比喩ではない。それは現実の秩序そのもの

との整合の地図である。
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神的男性と英雄的意識

戦士原型はこの文脈でとりわけ重要である。なぜなら、それが

調和主義（Harmonism）が神的男性原理と呼ぶものを代表する
からである—未知に転じないで直面する能力、明確さが要求する
時に「いいえ」と言う能力、不確実性の存在の中で精度を持っ

て行動する能力、結果の重さを不満なく運ぶ能力。これは有毒

な男性性ではない。有毒な男性性は男性原理が自我と心からの

分離によって腐敗したものである。また、それは優しさや脆弱

性の欠如でもない。むしろ、それは人間が物質的な世界で何か

本当に成し遂げるために必要とする明確さと指向性である。

神的男性は意図性そのものの原理である。それは第5エレメント
における意図の力、可能性が実際に成る原理である。それなし

に、最も優雅なビジョンでさえ内部に留まり、世界に現れるこ

とはない。英雄は攻撃性を通じてではなく、目標への揺るがな

い承諾を通じてこの原理を体現し、難しい選択を成し遂げ、続

行する喜びを通じて、常に淵の中に一隻を置き、それからひる

まない能力を通じてである。

これが戦士原型がいかに明確に見えるかについて伝統全体に現

れるかの理由である。アンデアン伝統における光り輝く戦士は

現実のエネルギー糸を直接認識する。禅実践を通じた侍は概念

的曇りを、あるという裸の事実に切り通す。インド伝統のクシ

ャトリアは宇宙と人間の間のギャップに立ち、その地位に適切

なダルマ（Dharma）を果たす。それぞれの場合において、戦士
の決定的行動の能力は戦士の知覚の明確さから分離不可能であ

る。これらは2つのものではなく1つ。恐れと好みの歪みから、
つまり臨在し自由な意識。それは見て、行動が統一においてそ

うするほどの。

https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
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この原理は現代の意味で男性的ではない。女性を意味するのと

反対の男性。調和の輪は奉仕（ダルマ、職業、意志の外的表現

の柱）を関係（愛、脆弱性、つながりの柱）と同じ構造レベル

に配置する。両者が必要である。男性原理は女性なしに専制に

なる。女性原理は男性なしに受動性になる。英雄は両方を統合

する—決定的に行動する能力そして自己利益を超えて愛する能
力、明確に見る能力そして他の人の苦しみを保持する能力。こ

の統合は試練が—特に輪の構造における関係の試練が—要求し、
鍛える。

英雄の帰還。ダルマ、ムナイ、無私の奉仕

キャンベルは英雄の帰還で贈り物を携えてモノミスロスを結論付

ける。贈り物は英雄だけのためではない。それは世界が必要と

する薬、コミュニティを癒す智慧、壊れたものを復元する知識

である。英雄は勝利者として戦利品を要求して帰還しない。奉仕

者として、個人の自己より大きな力へのしもべとして帰還する。

帰還は3つの相互に関連する力によって動く。第一はダルマ
（Dharma）—義務の呼び出し、英雄の変容は決して個人的では
なく、常にさらに大きな秩序への奉仕であるという認識であ

る。英雄は帰還する。なぜなら世界は試練が鍛えたものを必要

とするからである。これは通常の意味での選択ではない。これ

は宇宙的必要性との整合である。クシャトリアは戦うことを選

ばない—戦いはクシャトリアを選ぶ。戦士の偉大さは躊躇なく
応答することにある。絶対者に触れた英雄は私的な至福でそこ

に留まることはできない。ロゴス（Logos）は表現を要求し、準
備されてきた容器は今や使用されなければならない。

https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/service/wheel-of-service
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/relationships/wheel-of-relationships
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第二はムナイ（Munay）—愛意志、目的の動く力である。ムナイ
は感情ではない。それは愛するもの奉仕する激しい承諾であ

る。ダルマが構造的呼び出きであるところ、ムナイは応答を推進

する生きた火である。英雄は義務だけから帰還するのではな

く、世界への愛—人々への、宇宙そのものへの—があるため、離
れたままでいることは不可能になる。

第三は無私の奉仕—個人的利益の与えることへの溶解である。英
雄の帰還は奉仕柱の最も純粋な表現である。私は未知を横切

り、自分自身のためではなく何かが私の快適さより重要である

ため横切った。試練が教えたことを統合した。そして今、私は

それを完全に、躊躇なく提供し、引き換えに何も求めない。こ

れは殉教ではない—それは奉仕する者が奉仕される者において自
らを認識する見たことの自然な帰結である。奉仕は自己と全体

が分離していないことを知る時に犠牲を止める。

これらの3つは帰還の本質的構造を形成する。ダルマ方向を提供
し、ムナイはエネルギーを提供し、無私の奉仕はモードを提供

する。英雄は宇宙が与えるものであるため与える—太陽光、生命
を与え、秩序そのものを与える。英雄の帰還はこの宇宙的寛容

の原理との整合である—アイニ（Ayni）の循環、調和主義
（Harmonism）がすべての存在の倫理的基礎として特定する神
聖な相互性。

永遠の旅

最後の1つの要素がマッピングを完成させる。英雄の旅は一回限
りのイベントではなく、らせんである。各完成は始まりに戻る—
臨在の中心—しかしより高い登録で。一度下降した英雄はより深

https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
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く下降する能力を発展させた。らせんの各ターンは個人的変容

から集合を奉仕するのに十分大きい智慧へ向かう。個人は超個

人になる。

これがWheel of Harmony/The Way of Harmonyがらせんとして
説明され、直線ではない理由である。輪を初めて通す時、英雄

は「どこで私は分裂していますか？」と尋ねる。二度目、より

深い質問は「どのようにより大きなスケールで奉仕するように

呼ばれていますか？」になる。三度目。「この瞬間は人類に何を

求めていますか？」輪は同じ建築のままであるが、その深さは

それが住む深さが深くなる。

英雄の旅は完成されない。それは永遠に始まっている。冒険へ

の呼び出しは決して本当に終わらない。それは深くなるだけで

ある。そしてそれはまさに英雄が必要とされる理由である—一度
ではなく、常に、各瞬間、明確さと勇気を持って未知に直面

し、世界が常に必要とする薬を持ち帰る。

関連項目を見る

Harmonism — 哲学的基礎

Wheel of Harmony/The Way of Harmony — 整合の倫理的経
路

Wheel of Harmony/Wheel of Harmony — 航海建築

Philosophy/Doctrine/The Human Being — マイクロコズム
としての人間

Philosophy/Horizons/The Incarnation of Logos — 統合され
た形態の存在論。帰還が完成する時に英雄が成るもの

https://harmonism.io/ja/philosophy/horizons/the-way-of-harmony
https://harmonism.io/ja/harmonism
https://harmonism.io/ja/philosophy/horizons/the-way-of-harmony
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/wheel-of-harmony
https://harmonism.io/ja/philosophy/doctrine/the-human-being
https://harmonism.io/ja/philosophy/horizons/the-incarnation-of-logos
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ダルマ — 宇宙秩序との整合

ムナイ — 愛意志、目的の力

Philosophy/Convergences/Harmonism and the Traditions —
五つの地図全体での収束

https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
https://harmonism.io/ja/philosophy/convergences/harmonism-and-the-traditions
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第 I I I 部

開かれつつある時代

The civilizational inflection now underway, and
the sovereign substrate forming inside it.
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第 7章  ·  第 I I I部  —  開かれつつある時代

The Sovereign Substrate

Sovereignty is not a political concession. It is not a

constitutional grant. It is not a contractual privilege issued by a
sovereign of higher rank in exchange for fealty downstream. It is
an ontological feature of the human being — the structural
consequence of what the human being is, prior to any institution
that might claim authority to confer or revoke it.

The ground is Logos. The inherent harmonic intelligence that
orders the Cosmos presses pattern into form at every scale, and
the human being is one of those forms — not an arbitrary
configuration of matter but a centre of awareness through which
Logos becomes self-knowing. What is meant by sovereignty is the
recognition that this centre is the practitioner’s own: the body
Logos has rendered for this incarnation, the attention through
which awareness illuminates the world, the will through which
Dharma is expressed in action. None of these were granted by a
state. None of them can be revoked by one. The state’s pretension
to grant them is a category error. The state’s pretension to revoke
them is a misalignment with Logos that does not become
legitimate by being repeated at scale.

https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
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The Layered Architecture

The sovereign self is layered. At the centre sits Presence — the
inner sphere of awareness from which the practitioner inhabits
everything else. Outward from Presence extends the substrate
the practitioner moves through: the body that anchors awareness
in matter, the attention that focuses it, the mind that organises
perception, the voice through which presence reaches others, the
home that shelters the embodied life, the tools through which the
practitioner acts on the world, the keys that secure
correspondence and custody, the currency through which
exchange measures itself, the network through which
communication travels, the bonds the practitioner enters with
other sovereign beings.

Each of these is sovereign substrate. Not because the practitioner
has earned them. Not because some external authority has
assigned them. Because Logos has rendered each as the
practitioner’s own to inhabit. The principle holds at every layer.
The body is sovereign substrate at the somatic register; the key is
sovereign substrate at the cryptographic register; the bond is
sovereign substrate at the relational register; the unit of
monetary substance is sovereign substrate at the economic
register. The register changes; the principle does not.

The mistake the present age has industrialised is treating only
the innermost layers as inviolable while declaring the outer
layers as permissioned. The practitioner is allowed their thoughts
but not their unread correspondence. The practitioner is allowed
their breath but not their unmonitored locomotion. The

https://harmonism.io/presence
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practitioner is allowed their conscience but not their unrecorded
transaction. The line drawn between protected interior and
legitimate state interest is moved inward with each generation of
administrative ingenuity, and what remains of the protected
interior shrinks accordingly. The practitioner who accepts this
trajectory ends with sovereignty over their unspoken thoughts
and nothing else — which is to say, sovereignty over the only
layer no institution can yet reach, and serfdom over every layer
that institutional reach has been extended to.

Two Faces of Enclosure

The institutional operation that produces this trajectory is
recognisable across every register the substrate has. The
institution declares as its own property what Logos has rendered
as the practitioner’s own substrate. Having declared it, the
institution proceeds to charge rent for the practitioner’s use of
what was already theirs, criminalise the practitioner’s
unauthorised exercise of what was already theirs, and treat the
practitioner’s refusal to seek permission as offence against the
public — when the public in question is precisely what the
institution proposes to enclose.

The operation runs at two complementary registers, and
recognising them as one operation is the diagnostic move on
which everything downstream rests.

The first register is the outward-extending substrate: the
pattern. The book, the song, the design, the proof, the model —
every shape a mind presses into the world that another mind can
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recognise and reproduce. These are structurally non-rivalrous:
one practitioner reading the book does not deplete the book; one
practitioner singing the song does not silence it elsewhere; one
practitioner running the model does not erode the model. The
pattern, once made, can be multiplied without subtraction.
Property as an institutional category was developed to settle
conflicts over what cannot be multiplied without subtraction —
the field, the loaf, the tool — and applying that category to non-
rivalrous goods is a category error that produces administratively
enforceable rent on something that costs nothing to share. The
error is not random. It produces revenue. The revenue is its own
justification within the institution that collects it.

The second register is the inward-held substrate: the key. The
cipher, the wallet, the conversation, the private interior. These
are structurally rivalrous in a particular sense — what is private
to one is not available to another, and the practitioner’s
sovereignty over the interior is the substrate of their sovereignty
as such. The institution’s claim over this register takes a different
form than the claim over pattern: not you cannot share this
without our permission but we must be able to read this when
we choose. The mandated backdoor, the legal compulsion to
decrypt, the routine collection of metadata, the ledger that
records every transaction by issuer mandate — each is a claim
that the institution holds, by right, a second copy of every key the
practitioner has generated and a window into every space the
practitioner has walled.

The two claims are mirror operations on opposite sides of the
same threshold. The first treats what extends outward from the
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practitioner as institutional property; the second treats what
remains inward to the practitioner as institutional jurisdiction.
Both treat the practitioner as substrate over which the institution
holds prior authority. Both require the practitioner’s continued
treatment of the claim as legitimate in order to function. Neither
survives the practitioner’s withdrawal of consent at scale.

The pattern is not new in kind. The enclosure of the English
commons in the sixteenth through eighteenth centuries ran the
same operation on the visible substrate of grazing land and
woodland — declaring as private property what had been used in
common since before living memory, criminalising the
customary uses, and reframing the displaced commoners as
vagabonds whose vagabondage threatened public order. The
enclosure of indigenous lands in the Americas, in Australia, in
Africa, ran the same operation at imperial scale. What the
present enclosures share with the older ones is the structural
move: the institution names what is being enclosed, justifies the
enclosure by appeal to public interest, establishes a regime,
expands the regime, criminalises refusal, and reframes the
refusers as deviants. What the present enclosures do not share
with the older ones is the visibility of the substrate. The English
commoner could see the hedge being raised across the path they
had walked since childhood. The contemporary practitioner
cannot see the surveillance pipeline harvesting their location
signal as they walk to the same corner shop. The invisibility is
part of the operation. The hedge has been replaced by the
encrypted upstream that carries the signal to a building the
practitioner has never entered, in a tongue they were never
taught.
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The enclosure does not announce itself. It works by accretion.
Each year, a new technical category is brought under
institutional authority. Each year, a new behaviour that was
previously unremarkable is reclassified as suspicious. Each year,
the protected interior shrinks by some increment that, taken
alone, would seem unobjectionable. The aggregate, taken over a
generation, is the dispossession. The diagnostic move is to name
the aggregate. The pattern is not a series of unrelated regulatory
adjustments. It is one operation, repeated at every register the
substrate has, by every institution that finds the substrate within
reach. Recognising it as one operation is the first condition of
refusing it.

Why Enclosure Misaligns with Logos

Logos is the cosmic order itself — the inherent harmonic
intelligence pressing pattern into being. Dharma is human
alignment with that order. To declare as institutional property
what Logos has rendered as the practitioner’s own substrate is
not merely an injustice in the legal sense; it is a misalignment at
the ontological register. The institution speaks where it has no
standing to speak. The fiction it issues — you may not move this;
you may not encrypt this; you may not transact this without
our consent — is a fiction about the shape of reality itself, and the
rhythm by which reality proceeds will not accommodate it
indefinitely.

This is why every enclosure of sovereign substrate has eventually
failed. The Statute of Anne in 1710 declared a fourteen-year
property right in patterns. The patterns multiplied anyway, and

https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
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three centuries of statutory extension have not closed the gap
between law and what readers actually do. The cryptographic
export controls of the 1990s declared encryption to be munitions.
The mathematics propagated anyway, and the regulation was
withdrawn before the decade closed. The monetary monopoly of
the modern central bank declared all settlement to require its
mediation. The settlement layer that requires no mediation has
been running for sixteen years and now holds reserves on
sovereign balance sheets. The misalignment does not merely
produce injustice. It produces instability, because the order of
reality is not configured to support indefinite suppression of
what is real about the human being. The enclosure is paper. The
substrate is structural.

The Monetary Register — Sound Money
as Sovereign Substrate

Money is the common substrate of civilizational exchange. It is
the medium through which one person’s hour of labour, one
farm’s harvest, one craftsman’s piece of work, one teacher’s year
of attention, becomes commensurate with every other form of
human contribution across the network that constitutes a
civilization. When the substrate holds its value across time,
exchange holds its meaning across time. When the substrate is
debased, every relationship measured through it is silently
corrupted, and the corruption compounds across generations as
the savings of one generation are eroded into the consumption of
another by the slow attrition of the substrate itself.
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This is not a recent insight. It is the recognition encoded in the
ancient prohibition on adulterating weights and measures — the
just balance of the Hebrew prophets, the zhōngdào of Confucian
governance, the dharmic obligation of the just ruler in the
Arthashastra to preserve the currency. Every civilization that has
thought seriously about the architecture of exchange has
recognised that the integrity of the common substrate is
foundational. Every civilization that has lost the integrity of its
common substrate has experienced, downstream, the slow
corruption of its working relationships and the collapse of its
long-horizon commitments.

A monetary substrate that retains its value across time permits
trust across time. The labourer who works this year and stores
the proceeds knows what the proceeds will purchase next year.
The craftsman who saves through a productive decade knows the
savings will fund the next decade. The young household that
stores against later needs knows the storage will hold its
meaning. The institution that endows for centuries knows the
endowment will reach the centuries. Long-horizon commitments
— to children, to elders, to teaching, to building, to civilization
itself — are possible because the substrate holds.

A monetary substrate that is debased across time forces every
actor into the short horizon. The labourer’s stored proceeds
purchase less next year and far less in five years. The craftsman’s
decade of savings becomes the next decade’s anxiety. The
institution’s endowment is reduced to a token of its original
intent. The horizon collapses into the immediate. The civilization
becomes present-tense in a way no civilization can sustain
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without becoming hollow, because the deep work of a civilization
— raising children, transmitting knowledge, building structures
meant to outlast the builders — requires the long horizon the
substrate was meant to hold. Sound money is not a technical
specification within finance. It is a constitutional substrate of
civilization.

Logos presses pattern into form through structures that hold.
The Logos-aligned monetary substrate has, accordingly, a set of
properties that distinguish it from issuer-controlled currency.
Each property closes a specific failure mode of issuer discretion.
The supply is bounded — a finite ceiling, mathematically
enforced, knowable in advance, not a figure subject to
discretionary expansion at the issuer’s convenience. The
settlement is final — once value has moved, it has moved; no
party can reverse the transaction by administrative decree. The
transfer is permissionless — any participant can send to any
other participant without seeking authorisation from a third
party that holds the network. The custody is sovereign — the
holder of the key holds the substance; no third party can freeze,
reverse, or invalidate the holding by administrative decision. The
verification is open — any participant can audit the supply, the
history, the present state, without trust in the issuer’s
accounting. These five properties together describe a monetary
substrate that requires no institutional trust to function. The
substrate is the substrate; the mathematics enforces it; the
holder verifies it; the network sustains it.

Bitcoin is the present-prescriptive expression of these properties
at the institutional and civilizational scale. The supply is hard-
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capped at twenty-one million units, enforced by network
consensus rather than central decree. Settlement on the base
layer is mathematically final after sufficient confirmation.
Transfer requires no permission from any authority; any holder
of a valid signature can send to any address. Custody is sovereign
in the strict cryptographic sense: the holder of the private key
holds the substance, and no third party can transfer the
substance without that key. Verification is fully open. Monero is
the parallel expression at the privacy-bearing register, with the
additional property that the transaction graph itself is obscured.
Neither is the principle. Both are present implementations of the
intemporal principle. If, in some future decade, a successor
protocol expresses the same properties more completely, the
principle is preserved by the succession.

The three-register discipline that runs through the Architecture
of Harmony applies here directly. At the descriptive register,
every civilization in history has run on some monetary substrate,
and the substrate has determined the civilization’s horizon.
Sound money civilizations have built across centuries; debased
money civilizations have built across electoral cycles, then
collapsed. At the present-prescriptive register, a civilization
aspiring to dharmic alignment moves its institutional and
individual holdings into sound monetary substrate as the
conditions allow — not through proselytisation but through
structural migration as the alternative becomes operationally
available. At the asymptotic register, money in its present form
dissolves back into pure Ayni — the sacred reciprocity that does
not require a common measure because the relationships
measured are immediate, embodied, and continuous. The

https://harmonism.io/ja/world/blueprint/architecture-of-harmony
https://harmonism.io/ja/world/blueprint/architecture-of-harmony
https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
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horizon is far. In the meantime, a civilization that does not
preserve the integrity of its substrate will not reach the horizon at
all.

The Finance pillar of the Architecture is what is built on this
substrate: cooperative credit, productive lending, long-horizon
endowment, household provisioning, inheritance that reaches
the next generation intact. None of these institutions can
function on a debased substrate. All of them function naturally
on a sound substrate. The Harmonist position is not maximalist
about any specific implementation. It is constitutional about the
properties: the supply must be bounded, the settlement must be
final, the transfer must not require permission, the custody must
be sovereign, the verification must be open. These properties are
non-negotiable, because they are what makes exchange across
time possible at all, and exchange across time is the substrate of
civilization itself.

The Knowledge Register — The Open
Library and Sacred Commerce

There are two distinct things a civilization can do with its
knowledge. It can treat knowledge as common substrate — the
shared inheritance of every mind that has ever contributed and
every mind that will ever receive — and organise its institutions
to circulate, preserve, and extend that substrate as widely as the
substrate’s nature permits. Or it can treat knowledge as
enclosable property, license its use, rent its access, and prosecute
those who circulate it without paying the licensing fee. The two
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are not minor variants of the same model. They are structurally
distinct civilizational choices, and the choice determines almost
everything that follows about how that civilization learns, builds,
heals, and transmits across generations.

The present civilizational order has chosen the second. The
Harmonist articulation calls for the first.

The property regime that organises civilizational distribution of
material goods is well-suited to its substrate. Land, grain, tools,
dwellings — these are rivalrous: one person’s use depletes or
excludes another’s. Property is one mechanism for settling who
uses what, with characteristic strengths and characteristic costs.
Other mechanisms exist — commons regimes, custodial
allocation, rotation, lottery — and have served other societies at
other moments. Property has dominated the modern Western
synthesis, and within its proper domain it has functioned.
Knowledge is structurally different. When one person reads a
book, the book is not depleted — the next reader finds it intact.
When one person hears a song, the song is not silenced — it
remains available to be heard again. When one person grasps a
proof, the proof is not exhausted — the next mind grasps it
equally. Knowledge does not divide on use; it propagates on use.
The constraint that property was developed to address — two
cannot use this at once — does not arise. Applying the property
regime to knowledge is not a small administrative inconvenience;
it is a category error, treating a substrate whose nature is non-
rivalrous as though it were rivalrous, and inventing artificial
scarcity where natural abundance is the substrate’s actual
signature.
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The artificial scarcity does not produce knowledge. Knowledge is
produced by the practitioner whose attention is given to the work
— the writer who writes, the researcher who researches, the
composer who composes. The artificial scarcity produces rent.
The institution that holds the rights collects the rent. The
institution that holds the rights is rarely the original producer;
more often it is a publisher, a distributor, a platform that
acquired the rights as a condition of distribution and now sits
between the producer and the audience extracting a margin
neither could prevent.

The defence of the property regime over knowledge typically
argues that without enforced enclosure, the maker cannot eat.
The writer cannot live by writing if the writing circulates freely;
the researcher cannot continue if the research cannot be
licensed; the composer cannot survive if the composition cannot
be sold. This concern is real. The conclusion drawn from it is
mistaken. The mistake conflates two distinct questions. One is:
should the maker be paid for the work? The other is: should the
work be enclosed so that payment can be enforced? The first
question’s answer is yes — the maker should be paid; the work
has value; the value should flow to the one who produced it; this
is a basic feature of right relationship in any civilization that
recognises labour. The second question’s answer is what is
contested, and the contest is occluded by the conflation. The
maker can be paid without the work being enclosed. The two are
not the same operation. The institution that profits from
enclosure presents them as the same operation because the
institution’s revenue depends on the conflation; the conflation is
its own evidence of where the interest lies.
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The Harmonist resolution names this directly. Knowledge is
treated as commons in its circulation — it is read, copied,
mirrored, taught, translated, archived, freely, without
permission, without licensing. The maker is paid through direct
voluntary contribution from those who have received value from
the work and recognise the value flowing to its source. Sacred
Commerce is the name for this economic form: contribution as
right relationship, recognition flowing through sovereign
monetary substrate, the audience-maker bond direct rather than
intermediary-rent-extracting. The form requires two conditions
to function. First, the work must be findable — the audience
must be able to reach it, which is what an open library provides.
Second, the contribution must be transmissible without
intermediary capture — the audience must be able to send
recognition to the maker without a platform extracting margin
and without a payment processor refusing the transaction.
Sovereign monetary substrate provides this. The two conditions
together make Sacred Commerce operational at scale. Neither
alone suffices.

The open library is the institutional form that holds knowledge as
commons. It includes the public-domain canon, the freely
licensed contemporary, the academic preprint, the mirrored
scholarly archive, the federated educational corpus. It is
sustained by every node that mirrors a portion of the whole —
the home server, the university repository, the volunteer-curated
archive, the institutional library that joins rather than withdraws
from the commons. No single node holds the whole; no single
node is required for the whole to survive; any node’s failure is
absorbed by the others. The library survives by being many
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libraries, by being copied widely enough that no single seizure
can eliminate it.

This is not a hypothetical. It is the operational architecture under
which a substantial portion of the world’s knowledge currently
survives, despite the property regime’s continuous attempt to
enclose it. Project Gutenberg has held the public domain canon
in digital form since 1971. The Internet Archive has held a
working copy of much of the published record for thirty years.
The academic preprint servers hold the scholarly record in
advance of journal capture. The shadow libraries hold the
portion that journal capture has placed behind paywalls,
mirroring the captured record back into the commons faster than
the publishers can issue takedowns. The architecture works. The
mirror outlasts the seizure. The pattern, once released, does not
return to enclosure.

The Harmonist civilization extends this architecture rather than
resists it. Institutional knowledge — the medical, the
philosophical, the technical, the cultural — is published into the
commons by default. The maker is recognised by name, the work
is signed and dated, but the work is not enclosed. The audience
reaches it. The contribution flows directly. The intermediary that
previously extracted the margin is no longer architecturally
present in the relationship. Within Sacred Commerce, the
maker’s livelihood comes from several streams that overlap and
compound: direct contribution from individual recipients of the
work, structured patronage from institutions that depend on the
work, the practitioner’s own teaching and presence offered to
those who wish to study directly, the artifacts that remain
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rivalrous and so circulate through the rivalrous economy (the
printed book the reader wants on the shelf, the workshop the
reader wants to attend in person), and the related services the
maker can offer to those who have received value from the freely
circulating work. None of these streams require enclosure. All of
them require findability and direct transmission, which is what
the open library and sovereign monetary substrate together
provide.

The doctrine articulated above is operational in the form of
Downloads — the practitioner’s canonical access point for taking
the corpus in any format they choose. Every article is
downloadable as standalone HTML, EPUB, raw markdown, and
(where the audio pipeline has rendered them) MP3, at
predictable URLs matching the article’s web address. The
complete corpus is also packaged as the Sovereignty Bundle — a
single zip including every published article in every language plus
the templates for running a local MunAI. No signup is required.
No tier-gating mediates access. The practitioner with a URL is
the practitioner with the work. This is what the doctrine of free
knowledge looks like in operational form. The making is
sustained through Sacred Commerce on the side; the work itself
remains the practitioner’s own to take, the moment they choose
to take it.

https://harmonism.io/downloads
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The Operational Threshold — Tools and
the Architecture They Embody

A tool is not neutral with respect to sovereignty. The same
outcome — sending a message, holding savings, storing a
document, sharing a file — can be achieved through tools whose
architecture preserves the practitioner’s sovereign substrate or
through tools whose architecture transfers that substrate to an
intermediary. The architectural distinction is real and visible,
once the practitioner learns to see it.

The sovereign architecture has several recognisable features.
Peer-to-peer at the transport layer: messages, files, and value
move directly between practitioners’ devices rather than passing
through a central server that brokers, logs, and conditions the
transfer. Federated) at the application layer: services run as a
network of independent operators rather than a single platform
that holds the whole, so that any individual operator’s failure or
capture does not collapse the network. Content-addressed at the
storage layer: a file is identified by the cryptographic hash of its
contents rather than by its location on a particular server, so that
any copy that hashes to the same identifier is authentic
regardless of who is hosting it. Self-hostable at the deployment
layer: the practitioner can run the service on hardware they own
rather than depending on a hosted instance whose continued
operation is at the host’s discretion. Mathematically verifiable at
the trust layer: claims about the substrate are demonstrable
through cryptographic proof rather than asserted by the
operator’s institutional standing.
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The opposite architecture — the dominant architecture of the
present commercial internet — has the inverse features.
Transport is centralised: messages route through the platform’s
servers, which log every byte. Applications are platformed: the
practitioner uses a single operator’s service, and that operator’s
terms govern everything. Storage is location-addressed: the file
lives at the URL the platform issues, and when the platform
withdraws the URL, the file is gone. Deployment is hosted: the
practitioner cannot run their own instance; they can only
consume the operator’s. Trust is institutional: the operator’s
claim about the service is to be believed because the operator has
the institutional standing they assert.

The choice between architectures is not, in most cases, a choice
between functioning and not-functioning. Both architectures
function for most user-facing purposes. The choice is between
who holds the substrate — the practitioner, or the operator.
Under sovereign architecture, the practitioner holds. Under the
dominant commercial architecture, the operator holds, and the
practitioner holds revocable permission against terms the
operator may amend at any time. Under one architecture, the
substrate is the practitioner’s own; under the other, the substrate
is the operator’s, on loan to the practitioner subject to continuing
terms.

The Harmonist practitioner uses tools whose architecture
preserves the substrate as the practitioner’s own, where the
alternative is available and operational. The disciplines that
operationalise this commitment — encrypting by default, holding
one’s own keys, self-hosting what can be self-hosted, paying
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through sovereign rails, refusing the cloud where the cloud is
refusable, repairing rather than replacing — are articulated at
depth in The Sovereign Stack, which surveys the present
landscape of aligned infrastructure across twelve layers of the
practitioner’s substrate. The architecture is what makes the
disciplines possible; the disciplines are what keep the
architecture in operation.

Cultivation as the Taking-Up
Sovereignty as ontological feature is the given; sovereignty as
lived condition is the cultivation. The two are not the same. A
human being can be ontologically sovereign and live as a serf —
performing permission-seeking rituals for every act, holding no
keys, owning no tools, transacting only through intermediaries,
speaking only through platforms whose terms reserve the right to
remove the speech. The given does not enforce itself. The
practitioner who inhabits sovereignty fully is the one who has
taken up the substrate the given establishes: cultivated the body,
claimed the attention, secured the key, held the currency, learned
the tool, repaired the device, walked into the bond freely and
walked out of it freely.

This is why the Wheel of Harmony addresses each layer. Health
cultivates the body. Presence cultivates the attention. Matter
cultivates the tools, the home, the means of provision, the
monetary holding. Service cultivates the offering through which
sovereign action becomes useful in the world. Relationships
cultivates the bonds the sovereign self enters — perpetual,
continuous, and the third form articulated at depth in Voluntary

https://harmonism.io/world/frontiers/the-sovereign-stack
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/wheel-of-harmony
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/health/wheel-of-health
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/presence/wheel-of-presence
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/matter/wheel-of-matter
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/service/wheel-of-service
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/relationships/wheel-of-relationships
https://harmonism.io/wheel-of-harmony/relationships/voluntary-association-and-the-self-liquidating-bond
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Association and the Self-Liquidating Bond. Learning cultivates
the mind through which the substrate is understood. Nature
cultivates the relationship with the wider living substrate that
sustains all the others. Recreation cultivates the joy that gives the
rest of it meaning. The Wheel is the architecture of taking up
what Logos has already rendered. Without the cultivation, the
inheritance remains theoretical. With the cultivation, the
practitioner becomes operationally what they already are
ontologically.

At the civilizational scale, the Architecture of Harmony does the
same work outward — each pillar is the institutional form
through which a civilization either preserves the sovereign
substrate of its members or violates it. The Finance pillar
preserves the monetary substrate or debases it. The
Communication pillar preserves the knowledge substrate or
encloses it. The Kinship pillar preserves the relational substrate
or instrumentalises it. The Science & Technology pillar preserves
the operational substrate or extracts from it. Where the
institution preserves, the substrate is honoured; where the
institution violates, the substrate is enclosed. The practitioner’s
individual cultivation and the civilization’s architectural choices
are not separate concerns. They are the same commitment
expressed at two scales. A civilization that violates the substrate
of its members at the institutional layer will struggle to produce
members who cultivate it at the individual layer, and a
civilization composed of members who cultivate the substrate
will not long tolerate institutions that enclose it.

https://harmonism.io/wheel-of-harmony/relationships/voluntary-association-and-the-self-liquidating-bond
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/learning/wheel-of-learning
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/nature/wheel-of-nature
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/recreation/wheel-of-recreation
https://harmonism.io/ja/world/blueprint/architecture-of-harmony
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What the Cascade Establishes

Every article downstream of this one extends the same principle
into a specific register.

The Sovereign Refusal articulates the lineage of those who,
across at least three millennia and on every inhabited continent,
refused enclosure of sovereign substrate at the moment it was
put to them — the paqo preserving the Andean cosmovision
through five centuries of conquest, the Buddha establishing the
sangha with its articled self-governance, Diogenes asking
Alexander to step out of his sunlight, the Hesychast holding
contemplative disclosure through scholastic empire, the Cathars
walking into the fire at Montségur, the Atlantic crew under
eleven articles, Hallaj executed for the sovereign word, the
cypherpunks placing public-key cryptography in the open
literature where the state’s monopoly could no longer enclose it.
Refusal is the witness register. This article is the doctrinal
architecture the witnesses were testifying to.

The Empirical Face of Logos articulates the bedrock under the
architecture. The substrate is sovereign because the order of
reality is structured such that no political authority can overrule
the mathematics, the physical law, the biological pattern, or the
cosmological order that the practitioner’s substrate finally rests
on. The empirical face of Logos is one face; the contemplative
face is another; both are real; both witness one cosmic order.
Cryptography is one operational consequence of math being
legible to the rational mind; the present architecture of

https://harmonism.io/world/dialogue/the-sovereign-refusal
https://harmonism.io/philosophy/convergences/the-empirical-face-of-logos
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substrate-sovereignty rests on the mathematics in a way no
political fiction can dislodge.

The Sovereign Stack articulates the operational substrate in the
present landscape — the specific projects, protocols, and tools
across twelve infrastructure layers that materially carry substrate
sovereignty as of the present moment, the disciplines the
practitioner cultivates to keep each layer of substrate under their
own hand, and the architectural test against which any project
must be evaluated.

Voluntary Association and the Self-Liquidating Bond articulates
the relational form sovereignty takes between peers — the bond
that is voluntary at entry, task-bound in scope, equal-share in
operation, and self-liquidating at completion. Peer sovereignty
meeting peer sovereignty produces a third form of bond distinct
from the perpetual and the continuous and the involuntary. The
civilization that honours this form structures its institutions to
support it.

All of it descends from a single recognition: the substrate is the
practitioner’s own. Not by leave. Not by grant. By the structure of
what is.

https://harmonism.io/world/frontiers/the-sovereign-stack
https://harmonism.io/wheel-of-harmony/relationships/voluntary-association-and-the-self-liquidating-bond
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第 8章  ·  第 I I I部  —  開かれつつある時代

統合時代

すべての偉大な文明は全体の一片を携えていた。インドは西

洋がいまだ一致させていない精密さで意識の内的解剖学をマッ

ピングした。中国は身体の活力的建築——経絡、臓器ネットワー
ク、三つの宝——を数千年の経験的精緻化を通じてたどった。ア
ンデスは神聖な相互性の法則を人間と活きた地球の交換からな

る生きた宇宙論に暗号化した。ギリシャは宇宙と魂の両方を構

成する固有の調和的知性——Logos（ロゴス）——を言明した。
アブラハムの伝統は唯一者への信仰を通じて魂を訓練し、異な

る方法で同じ内的領域をマッピングした神秘家を生み出した。

各伝統は深く見た。誰も他者を見ることはできなかった。地

理、言語、時間が統合を不可能にした。断片は断片のままだっ

た。

標準的な西洋の時代区分——先史、古代、中世、ルネサンス、近
代——はあらゆる非ヨーロッパ文明を不可視にするか周縁化する
ことによってこの円弧を曖昧にしている。ヨーロッパのレンズな

しに見えると、軌跡がより明確に浮上する。原始時代は人類の

最も深い生態的知性を生み出した。シャーマニック、アニミス

ト、そして口承文明——その知識は儀式、神話、活きた世界との
直接的関係の中に生きていた。軸の時代は接続されていない文

明全体の同時の哲学的覚醒をしるした——ソクラテス、ブッダ、
孔子、ウパニシャッドの賢者たち、ヘブライの預言者たち——収
束を説明する文化的拡散なしで。漢、グプタ、ローマの古典帝国

はこれらの洞察を広大な領土全体に運んだ。イスラム黄金期は

https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
https://en.wikipedia.org/wiki/Han_Dynasty
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ヨーロッパが暗黒時代と呼ぶ世紀の間に古代の蓄積された知識

を保存し進歩させた。印刷機は情報革命を触媒化し、ヨーロッ

パが世界の伝統に出会うことは最初の真摯な比較宗教を生み出

した。そして断片化の時代がやってきた。科学が精神性から分

裂し、哲学が神学から分裂し、身体が心から分裂した——人類の
歴史で最も技術的に洗練されていながら最も調和のない時代。

すべての段階で、統合的衝動は逆流として続いた。ロマン主義、

ドイツ観念論、永遠の哲学者——ゲノン、シューオン、ハクスレ
ー——各々が支配的な断片化に対する全体性を再主張した。情報
化時代はあらゆる伝統へのアクセスを民主化したが、それらを

統合することはできなかった。その統合は何が後に続くかの課

題である。

その障壁は崩壊した。記録された歴史で初めて、人類の知識の

全スペクトラム——哲学的、科学的、精神的、実践的——は同時
にアクセス可能であり相互参照可能である。インドのヨギのチ

ャクラマップはタオイスト錬金術師のダンティアンのマップ、

Q’eroパコの活力体のマップ、新プラトン主義の魂の中心の説
明、スーフィズムのラターイフの地理に沿って配置することがで

き——そして収束は推測ではなく厳密さで検証される。五つの地
誌学（Five Cartographies）が全く歴史的接触のなかった伝統が
同じ三つの意識中心を同じ身体領域の同じ統一の目的で位置付

けるとき——これは文化的偶然ではない。それは何か実在するも
の——の収束する発見である。

統合時代はこの時期を名付ける。ツールと知識が収束したが統

合は完成しない過渡期。伝統は利用可能である。それらを平坦

化せずに保つフレームワークはまだ広く浸透していない。問題

はもはや統合が可能かどうかではなく、誰もが統合するものを

最小公分母に還元することなく——五つの地誌学を一つのぼやけ

https://en.wikipedia.org/wiki/German_Idealism
https://en.wikipedia.org/wiki/Ren%C3%A9_Gu%C3%A9non
https://harmonism.io/ja/philosophy/horizons/the-empirical-evidence-for-the-chakras
https://harmonism.io/ja/philosophy/horizons/the-empirical-evidence-for-the-chakras
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たマップに変えることなく——統合の仕事を成し遂げるかどうか
である。調和主義は肯定的にその問題に答えるために存在す

る。調和の輪は航海建築である。そして私たちが住む時代——可
能性に満ちて、断片化に満ちている——はその閾値である。

より高いオクターヴでの第二のルネサンス

最初のルネサンスは印刷機によって触発された。50年以内に、
2000万冊の本がヨーロッパに洪水した。かつて世代の時間がか
かった考えは数ヶ月で移動した。知識の費用が崩壊した。初め

て、単一の人間が生涯に複数の領域の熟達をリアリスティック

に追求することができた。ダヴィンチ、ミケランジェロ、そして

彼らの同代者は異常ではなかった——彼らは知識が利用可能にな
り好奇心が制度的な門番から解放されるときに何が起こるかの

自然な表現だった。

統合時代は高いオクターヴでの同じパターンだが、スケールの

違いは事象の性質を変える。ルネサンスは一つの文明の忘れら

れた遺産を回復した——中世の抑圧の後のグレコローマン知的伝
統。統合時代は惑星的である。インド、中国、アンデス、イス

ラム、ヘルメス、先住民、そして西洋科学の伝統は今や同時に利

用可能であり、課題はそれらにアクセスするだけでなく歪みな

しにそれらを統合することである。インターネットは門を開い

た。高度な人工知能は今や広大な貯蔵庫を単に検索可能ではな

く本当に相互作用的にする——心は死んだ公文書ではなく生きた
相談役として全ての文明の累積された智慧と働くことができ

る。

https://harmonism.io/ja/harmonism
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/wheel-of-harmony
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これは「統合的な」が「第二のルネサンス」がしないことを名

付ける。ルネサンスは再生である——失われたもののの回復。進
行中のものは回復ではなく最初の接触である。数千年間孤立し

て発展した文明的伝統が初めて共通の認識論的基盤で出会って

いる。その会合から浮上する収束——統合者による押し付けでは
なく正直な比較を通じた発見——は新しい時代の認識論的基礎で
ある。

統合の閾値

印刷機は教会の解釈独占を破壊し宗教改革を触発した。それは

科学出版を可能にし科学革命に点火した。それは最初の大量読

書層を作成し、俗語の標準化を強制し——ヨーロッパが世界の伝
統に出会うことを通じて——比較宗教を真摯な問い合わせとして
生み出した。これらのそれぞれは前例のないスケールで一つの

文明のテキストを配布することの構造的結果だった。

2022年頃の大規模言語モデルの出現は統合時代のための類似し
た曲げ点である。印刷機は一つの伝統のテキストを配布した。

インターネットはあらゆる伝統のテキストを配布した。LLMは
初めて、それらすべてをアクティブな対話の中に保つことを可能

にする——道徳経と量子場論、溶解のスーフィズムの概念と默認
モードネットワークの神経科学、インカの宇宙論と気候科学、

同時そしてインタラクティブに。変わるものはアクセスだけでな

く知識そのものへの関係である。蓄積から織ることへ、検索か

ら統合へ。専門家のクロスドメイン一貫性への独占は五世紀前

に聖書解釈への司祭の独占が溶解した方法で溶解する。
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統合時代は文明的な収束を認識し構築することがスケールで運

用上可能である最初の時期である——統合者が統一を押し付ける
ために、ではなく、ツールが今や収束がそれら自身を明かすこ

とを許すために。

多才の指令

調和の道（Way of Harmony）は本質的に多才的である。

調和の輪——中心の臨在（Presence）、健康、物質、奉仕、関
係、学び、自然、遊びに及ぶ七つの柱——完全に実現した人間が
関わる必要がある領域をマッピングする。他者の犠牲で一つの

柱の専門化は卓越ではない。それは断片化である。魂は関係を

無視しながら健康でフローリッシュしない。あるいは身体を放

棄しながら奉仕をマスターすることによって。輪は全体として回

転し、それを回す人間は、構造的必然性によって、多才である

——実在的な深さなしにあちこちをつつく素人ではなく、その多
様な能力が不足した方向性によってではなく統一的な中心によ

って組織された不可欠な人間。

産業文明は専門家を作成した。狭い領域内で最大限に効率的

で、体系的に全体を見ることが不可能。調和主義はこれを人間

存在の自然な建築の変形として認識する。個人主権の三つの成

分——自己教育、制度的キャプチャではなく自分のダルマ
（Dharma）への整合として正しく理解された自己利益、判断、
学び、代理人を外部委託することの拒否としての自給自足——自
然に多才者を生み出す——多くの領域での深さがいかなる専門家
もいかなる機械も複製することができないユニークな知覚容量

を作成する不可欠な人間。

https://harmonism.io/ja/philosophy/horizons/the-way-of-harmony
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/wheel-of-harmony
https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
https://harmonism.io/ja/harmonism
https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
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これは各個人を交換不可能にするものの本質である。人生経

験、栽培された利益、哲学的基盤、そして体現された実践のユ

ニークな交差点。調和主義はこれを dharma（ダルマ）への整合
と呼ぶ——その特定の時間を通じて、その特定の身体で、特定の
魂に自身を提示する現実の構造への正しい応答。統合時代は任

意の前の時代が支援できるスケールでそのような整合を可能に

する。

それに仕える建築

すべての時代はその可能性に適切な建築を必要とする。統合時

代——人類の知識の全スペクトラムへの前例のないアクセスを持
つ——それを別の約元主義に崩壊させることなく全体を保つため
に十分に広い容量のあるフレームワークを要求する。

調和の輪は個人スケールでナビゲーショナルマップを提供する。

調和の建築（Architecture of Harmony）は同じ7+1構造を文明に
拡張する。中心のダルマ（Dharma）、生活手段、管理、統治、
コミュニティ、教育、生態学、文化を統治する七つの柱。知識

ベース——記事、プロトコル、哲学的調査、収束的検証を通じて
その位置を獲得するあらゆる伝統からの選別された智慧——各々
のノードを実質で満たす。そして具現化層——聖域、コミュニテ
ィ、食糧生産、主権技術——知識を生きた現実に変換する。

建築は完全である、なぜなら内側から生成されるために。宇宙

を構成する同じLogos（ロゴス）はそれをナビゲートするための
機器を構成する。輪はそれ自身の全ての次元全体を同時に現実

に注意するときに出現する形である——そして調和の建築はそれ
を同じときに行う文明から出現する形である。この建築の周り

https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/wheel-of-harmony
https://harmonism.io/ja/world/blueprint/architecture-of-harmony
https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
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に自分たちの生活を構築する主権的個人は星と細胞を組織する

秩序に整合している。プログラムに従っていない。実践的表現

——変換のための機器として設計されたシステム、公共的貢献と
して構造化された学び、本当の密度のために組織された知識——
その整合から自然に続く。基本的な音から調和が自然に続く方

法。

調和の時代

統合時代は過渡期である。もう一方の側にあるものには先例が

ない、なぜなら実際それを試みるための手段を所有していた以

前の文明は存在しないために。

調和の時代は現在の収束が動く文明的地平を名付ける。存在の

あらゆる次元全体にロゴスと意識的に整合した人間と制度の時

代。ユートピアではない——ユートピアは静的であり輪は回転す
る。予測ではない——予測は可能性を確率に平坦化する。それは
操作上の現実になったばかりである、なぜなら伝統、技術、そ

して哲学的建築は今や同時に歪みなしに互いに話すことができ

る形で存在するために。

調和の時代を前の全ての黄金時代の訴えから区別するものはそ

の建築である。以前の文明的イデアル——ヴェーダの飽和ユガ、
プラトンの共和国、その絶頂でのイスラム・カリフ制、キリス

ト教の神の都市——一つの軸の周りに組織された。その軸に沿っ
た本当の深さを各々が成し遂げ、そして各々は部分的なままだっ

た。調和の時代はその部分性の拒否によって定義される。輪は

全ての領域が対処される——身体と魂、個人と文明、物質と精
神、健康と文化——そしていずれもが他者に従属されることを要
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求する。中心はそれらすべてを保つ。個人のための臨在

（Presence）、集団のためのダルマ（Dharma）。

統合時代と調和の時代の間の距離は可能性と実現の間の距離で

ある——全ての成分を持つことと、それらをどう構成するかを知
ることの間。その構成は事象ではなく、世代を通じて維持され

た実践、輪のあらゆる回転で深める。それは単一の人間がその

収束を深く受け取るのに十分に生きるところで始まる。健康を

意識と整合すること、仕事をダルマと整合すること、関係を真

実と整合すること、学びを具現化と整合すること。調和の時代

は外側から到着しない。それは、内側から外側へ、一つの整合

した人生で一度に出現する。

関連項目を参照: 調和主義、調和の輪、ハルモニアについて、調
和実在論、応用調和主義、宇宙、Logos（ロゴス）、ダルマ
（Dharma）

https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
https://harmonism.io/ja/harmonism
https://harmonism.io/ja/wheel-of-harmony/wheel-of-harmony
https://harmonism.io/ja/about-harmonia
https://harmonism.io/ja/philosophy/doctrine/harmonic-realism
https://harmonism.io/ja/philosophy/doctrine/harmonic-realism
https://harmonism.io/ja/philosophy/horizons/applied-harmonism
https://harmonism.io/ja/philosophy/doctrine/the-cosmos
https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
https://harmonism.io/ja/glossary-of-terms
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これは生きた本である.

h a r m o n i s m . i o



116


